
JP 5395902 B2 2014.1.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンクコンポーネントキャリア
とを用いて移動局装置と通信する基地局装置であって、
　前記複数の上りリンクコンポーネントキャリアは、少なくとも１つの上りリンクコンポ
ーネントキャリアを含む複数のグループに分けられており、
　前記グループのそれぞれに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマッ
トを、前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンクコンポーネ
ントキャリアを用いて、前記移動局装置に送信すること
を特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　物理下りリンク制御チャネルを用いて前記ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォ
ーマットを送信し、
　前記物理下りリンク制御チャネルは、前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの
内の１つの下りリンクコンポーネントキャリアのコモンサーチスペースのみに配置される
ことを特徴とする請求項１に記載の基地局装置。
【請求項３】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンクコンポーネントキャリア
とを用いて移動局装置と通信する基地局装置に用いられる無線通信方法であって、
　前記複数の上りリンクコンポーネントキャリアは、少なくとも１つの上りリンクコンポ



(2) JP 5395902 B2 2014.1.22

10

20

30

40

50

ーネントキャリアを含む複数のグループに分けられており、
　前記グループのそれぞれに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマッ
トを、前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンクコンポーネ
ントキャリアを用いて、前記移動局装置に送信すること
を特徴とする無線通信方法。
【請求項４】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンクコンポーネントキャリア
とを用いて基地局装置と通信する移動局装置であって、
　前記複数の上りリンクコンポーネントキャリアは、少なくとも１つの上りリンクコンポ
ーネントキャリアを含む複数のグループに分けられており、
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンクコンポーネント
キャリアにおいて、前記グループのそれぞれに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含む
ＤＣＩフォーマットを前記基地局装置から受信すること
を特徴とする移動局装置。
【請求項５】
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンクコンポーネント
キャリアのコモンサーチスペースのみで物理下りリンク制御チャネルをモニターし、
　前記物理下りリンク制御チャネルを用いて、前記グループのそれぞれに関する、ＴＰＣ
コマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマットを受信することを特徴とする請求項４に記
載の移動局装置。
【請求項６】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンクコンポーネントキャリア
とを用いて基地局装置と通信する移動局装置に用いられる無線通信方法であって、
　前記複数の上りリンクコンポーネントキャリアは、少なくとも１つの上りリンクコンポ
ーネントキャリアを含む複数のグループに分けられており、
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンクコンポーネント
キャリアにおいて、前記グループのそれぞれに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含む
ＤＣＩフォーマットを前記基地局装置から受信すること
を特徴とする無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局装置、基地局装置、及び無線通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式及び無線ネットワークの進化（以下、「Ｌｏｎｇ
　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）、または、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＥＵＴＲＡ）」と称する
。）、及び、より広帯域な周波数を利用して、さらに高速なデータの通信を実現する無線
アクセス方式及び無線ネットワーク（以下、「Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）、または、「Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ａ－ＥＵＴＲ
Ａ）」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；３ＧＰＰ）において検討されてい
る。
【０００３】
　ＬＴＥでは、下りリンクとして、マルチキャリア送信である直交周波数分割多重（Ｏｒ
ｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
；ＯＦＤＭ）方式が用いられる。また、上りリンクとして、シングルキャリア送信である
ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏ
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ｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式のシングルキャリア通信方式が用いられる。
また、ＬＴＥにおいて、基地局装置から移動局装置への無線通信（下りリンク）では、報
知チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＢＣＨ）、下
りリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ；ＰＤＣＣＨ）、下りリンク共用チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎ
ｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＤＳＣＨ）、マルチキャストチャネル（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＭＣＨ）、制御フォーマットインデ
ィケータチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔ
ｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＣＦＩＣＨ）、ＨＡＲＱインディケータチャネル（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｉｎｄｉ
ｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＨＩＣＨ）が割り当てられる。
【０００４】
　また、移動局装置から基地局装置への無線通信（上りリンク）では、上りリンク共用チ
ャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）、上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる。
【０００５】
　ＬＴＥでは、基地局間の干渉制御や移動局装置の省電力化などのために上りリンク制御
チャネル、上りリンク共用チャネル、及び上りリンクのチャネルの品質を測定するために
移動局装置が送信するサウンディングリファレンスシグナル（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）の送信電力を複数のパラメータで制御する。送信電力を制
御するパラメータには、移動局装置が下りリンクの信号から測定したパスロスに基づくパ
ラメータと、基地局装置が移動局装置に通知するパラメータなどがある。基地局装置が移
動局装置に通知するパラメータには、更に、移動局装置間で共通に設定されるパラメータ
、及び移動局装置毎に設定されるパラメータなどがある。基地局装置が移動局装置に通知
する移動局装置毎のパラメータであるＴＰＣコマンド（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏ
ｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｏｍｍａｎｄ）は下りリンク制御チャネルで送信される（非
特許文献１ 第５章参照）。
【０００６】
　非特許文献２の第５．３．３小節には、下りリンク制御チャネルで送信される下りリン
ク制御情報（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のフォーマ
ットが記載されている。上りリンク共用チャネルの無線リソースの割り当てを示すフォー
マットには、上りリンク共用チャネル、及びサウンディングリファレンスシグナルに対す
るＴＰＣコマンドが含まれる。以下、このフォーマットを上りリンクグラント（Ｕｐｌｉ
ｎｋ　ｇｒａｎｔ）と称する。また、下りリンク共用チャネルの無線リソースの割り当て
を示すフォーマットには、上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドが含まれる。
以下、このフォーマットを下りリンクグラント（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔまたはＤ
ｏｗｎｌｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）と称する。
【０００７】
　また、複数の移動局装置に対する複数のＴＰＣコマンドのみを含むフォーマット３とフ
ォーマット３Ａが規定されている。フォーマット３とフォーマット３Ａは、フォーマット
に含まれる各ＴＰＣコマンドのビット数が異なる。以下、フォーマット３とフォーマット
３Ａをまとめてフォーマット３／３Ａと称する。基地局装置は、移動局装置に識別子と１
つの番号を通知し、移動局装置は、基地局装置から通知された識別子を含むフォーマット
３／３Ａに含まれる、基地局装置から通知された番号のＴＰＣコマンドを自装置宛てのＴ
ＰＣコマンドと認識する。フォーマット３／３Ａに含まれるＴＰＣコマンドが上りリンク
制御チャネル、または上りリンク共用チャネルとサウンディングリファレンスシグナルに
対するものかを識別するために、基地局装置は２つの識別子を割り当て、それぞれの識別
子につき１つの番号を割り当てる。上りリンク制御チャネルに対応する識別子をＴＰＣ－
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ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ－Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｉｆｅｒ）、上りリンク共用チャネルとサ
ウンディングリファレンスシグナルに対応する識別子をＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ（
Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｈａｒ
ｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｉｆｅｒ）と称する。
【０００８】
　フォーマット３／３Ａは複数の移動局装置が受信する必要があるため、全ての移動局装
置が下りリンク制御チャネルを探索する共通探索空間（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｓ
ｐａｃｅ）に配置され、特定の移動局装置宛ての下りリンク制御チャネルが配置される移
動局装置固有探索空間（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｓｅａｒｃ
ｈ　Ｓｐａｃｅ）には配置されない。フォーマット３／３Ａは、例えば、基地局装置が移
動局装置に対して上りリンクグラントで上りリンク共用チャネルや、下りリンクグラント
で下りリンク共用チャネルの無線リソースを割り当てず、定期的に移動局装置が上りリン
ク共用チャネルや、サウンディングリファレンスシグナル、下りリンク共用チャネルに対
する上りリンク制御チャネルを送信している場合に、基地局装置が移動局装置の上りリン
クの信号の送信電力を制御するＴＰＣコマンドを送信するために用いられる。
【０００９】
　ＬＴＥ－Ａでは、ＬＴＥとの互換性(ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ)を持つこと、つまり
、ＬＴＥ－Ａの基地局装置が、ＬＴＥ－Ａ及びＬＴＥの両方の移動局装置と同時に無線通
信を行い、また、ＬＴＥ－Ａの移動局装置が、ＬＴＥ－Ａ及びＬＴＥの両方の基地局装置
と無線通信を行えるようにすることが求められており、ＬＴＥと同一のチャネル構造を用
いることが検討されている。
例えば、ＬＴＥ－Ａでは、ＬＴＥと同一のチャネル構造の周波数帯域（以下、「キャリア
要素（ＣＣ：Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）」、または、「コンポーネントキャ
リア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」と称する。）を複数用いて、１つ
の周波数帯域（広帯域な周波数帯域）として使用する技術（周波数帯域集約：Ｓｐｅｃｔ
ｒｕｍ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ、Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ、Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎなどとも称される。）が提案されている。
【００１０】
　具体的には、周波数帯域集約を用いた通信では、下りリンクのキャリア要素毎に、報知
チャネル、下りリンク制御チャネル、下りリンク共用チャネル、マルチキャストチャネル
、制御フォーマットインディケータチャネル、ＨＡＲＱインディケータチャネルを送信し
、上りリンクのキャリア要素毎に上りリンク共用チャネル、上りリンク制御チャネル、ラ
ンダムアクセスチャネルが割り当てられる。つまり、周波数帯域集約は、上りリンクと下
りリンクにおいて、基地局装置と複数の移動局装置が上りリンク制御チャネル、上りリン
ク共用チャネル、下りリンク制御チャネル、下りリンク共用チャネルなどを、複数のキャ
リア要素を用いて、複数のデータや複数の制御情報を同時に送受信する技術である（非特
許文献３ 第５章参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】"3GPP TS36.213 v8.6.0 (2009-03)", March 17, 2009.
【非特許文献２】"3GPP TS36.212 v8.6.0 (2009-03)", March 17, 2009.
【非特許文献３】"3GPP TR36.814 v1.0.2 (2009-03)", May, 2009.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、従来の技術では、フォーマット３／３Ａでは１つの移動局装置に対して
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１つのＴＰＣコマンドしか送信することができず、複数の上りリンクのキャリア要素に対
するＴＰＣコマンドをフォーマット３／３Ａで同時に送信するためには、フォーマット３
／３Ａを識別するための識別子（例えば、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵ
ＳＣＨ－ＲＮＴＩ）と、識別子に対応するＴＰＣコマンドの番号を複数割り当て、同時に
複数のフォーマット３／３Ａを送信しなくてはならず、フォーマット３／３Ａを識別する
ための識別子の無線リソース、及びフォーマット３／３Ａを送信する下りリンク制御チャ
ネルの無線リソースを多く消費してしまうという問題があった。
【００１３】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の上りリンクのキャ
リア要素を移動局装置に割り当て、割り当てた上りリンクのキャリア要素の送信電力を効
率的に制御することができる移動局装置、基地局装置、及び無線通信方法を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　（１）本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、本発明は、複数の下
りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンクコンポーネントキャリアとを用いて
移動局装置と通信する基地局装置であって、前記複数の上りリンクコンポーネントキャリ
アは、少なくとも１つの上りリンクコンポーネントキャリアを含む複数のグループに分け
られており、前記グループのそれぞれに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩ
フォーマットを、前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンク
コンポーネントキャリアを用いて、前記移動局装置に送信することを特徴とする。
【００１５】
　（２）また、本発明は、上記基地局装置において、物理下りリンク制御チャネルを用い
て前記ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマットを送信し、前記物理下りリン
ク制御チャネルは、前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリン
クコンポーネントキャリアのコモンサーチスペースのみに配置されることを特徴とする。
【００１７】
　（３）また、本発明は、複数の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンク
コンポーネントキャリアとを用いて移動局装置と通信する基地局装置に用いられる無線通
信方法であって、前記複数の上りリンクコンポーネントキャリアは、少なくとも１つの上
りリンクコンポーネントキャリアを含む複数のグループに分けられており、前記グループ
のそれぞれに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマットを、前記複数
の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンクコンポーネントキャリアを
用いて、前記移動局装置に送信することを特徴とする。
【００１８】
　（４）また、本発明は、複数の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンク
コンポーネントキャリアとを用いて基地局装置と通信する移動局装置であって、前記複数
の上りリンクコンポーネントキャリアは、少なくとも１つの上りリンクコンポーネントキ
ャリアを含む複数のグループに分けられており、前記複数の下りリンクコンポーネントキ
ャリアの内の１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおいて、前記グループのそれぞ
れに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマットを前記基地局装置から
受信することを特徴とする。
【００１９】
　（５）また、本発明は、前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下
りリンクコンポーネントキャリアのコモンサーチスペースのみで物理下りリンク制御チャ
ネルをモニターし、前記物理下りリンク制御チャネルを用いて、前記グループのそれぞれ
に関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマットを受信することを特徴と
する。
【００２０】
　（６）また、本発明は、複数の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の上りリンク
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コンポーネントキャリアとを用いて基地局装置と通信する移動局装置に用いられる無線通
信方法であって、前記複数の上りリンクコンポーネントキャリアは、少なくとも１つの上
りリンクコンポーネントキャリアを含む複数のグループに分けられており、前記複数の下
りリンクコンポーネントキャリアの内の１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおい
て、前記グループのそれぞれに関する、ＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマ
ットを前記基地局装置から受信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００４６】
　本発明によれば、無線通信システムは、基地局装置が移動局装置各々に複数のキャリア
要素を割り当て、複数の移動局装置の複数のキャリア要素に対するＴＰＣコマンドから送
信電力制御用のフォーマットを構成し、１つのキャリア要素で送信する。これにより、無
線通信システムは、同じ移動局装置の複数のキャリア要素に対する送信電力の制御を効率
的に行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】この発明の第１の実施形態に係る無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態に係る周波数帯域集約処理の一例を示す図である。
【図３】本実施形態に係る下りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。
【図４】本実施形態に係る上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。
【図５】本実施形態に係る基地局装置ｂ１の構成を示す概略ブロック図である。
【図６】本実施形態に係る記憶部ｂ１１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図で
ある。
【図７】本実施形態に係る移動局装置ａ１の構成を示す概略ブロック図である。
【図８】本実施形態に係る記憶部ａ１１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図で
ある。
【図９】本実施形態に係る送信電力制御用フォーマットの構成の一例を示す図である。
【図１０】本実施形態に係る移動局装置ａ１の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコ
マンドの適用方法を示す図である。
【図１１】本実施形態に係る基地局装置ｂ１の動作の一例を示すフロー図である。
【図１２】本実施形態に係る移動局装置ａ１の動作の一例を示すフロー図である。
【図１３】この発明の第２の実施形態に係る基地局装置ｂ２の構成を示す概略ブロック図
である。
【図１４】本実施形態に係る記憶部ｂ２１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図
である。
【図１５】この発明の第２の実施形態に係る移動局装置ａ２の構成を示す概略ブロック図
である。
【図１６】本実施形態に係る記憶部ａ２１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図
である。
【図１７】本実施形態に係る移動局装置ａ２の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコ
マンドの適用方法を示す図である。
【図１８】この発明の第３の実施形態に係る基地局装置ｂ３の構成を示す概略ブロック図
である。
【図１９】本実施形態に係る記憶部ｂ３１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図
である。
【図２０】この発明の第３の実施形態に係る移動局装置ａ３の構成を示す概略ブロック図
である。
【図２１】本実施形態に係る記憶部ａ３１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図
である。
【図２２】本実施形態に係る移動局装置ａ３の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコ
マンドの適用方法を示す図である。
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【００４８】
（第１の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第１の実施形態について詳しく説明する。
【００４９】
＜無線通信システムについて＞
図１は、本発明の第１実施形態に係る無線通信システムの概念図である。図１において、
無線通信システムは、移動局装置Ａ１～Ａ３、及び基地局装置Ｂ１を具備する。移動局装
置Ａ１～Ａ３と基地局装置Ｂ１とは、後述する周波数帯域集約を用いた通信を行う。
図１は、基地局装置Ｂ１から移動局装置Ａ１～Ａ３への無線通信（下りリンク）では、下
りリンクパイロットチャネル（または、「下りリンクリファレンスシグナル（Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＤＬ ＲＳ）」とも称する。）、報知チャ
ネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＢＣＨ）、下りリン
ク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ；ＰＤＣＣＨ）、下りリンク共用チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＤＳＣＨ）、マルチキャストチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＭＣＨ）、制御フォーマットインディケー
タチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　
Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＣＦＩＣＨ）、ＨＡＲＱインディケータチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＨＩＣＨ）が割り当
てられることを示す。
【００５０】
　また、図１は、移動局装置Ａ１～Ａ３から基地局装置Ｂ１への無線通信（上りリンク）
では、上りリンクパイロットチャネル（または、「上りリンクリファレンスシグナル（Ｕ
ｐｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＵＬ ＲＳ）」とも称する。）、上り
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）、上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉ
ｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられることを
示す。上りリンクリファレンスシグナルには、上りリンク共用チャネル、又は上りリンク
制御チャネルと時間多重されて送信され、上りリンク共用チャネルと上りリンク制御チャ
ネルの伝搬路補償に用いられる復調リファレンスシグナル（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と、上りリンクの伝搬路の状況を推定するのに用い
られるサウンディングリファレンスシグナル（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｉｇｎａｌ）がある。
　以下、移動局装置Ａ１～Ａ３を移動局装置ａ１といい、基地局装置Ｂ１を基地局装置ｂ
１という。
【００５１】
＜周波数帯域集約について＞
　図２は、本実施形態に係る周波数帯域集約処理の一例を示す図である。図２において、
横軸は周波数領域、縦軸は時間領域を示す。
　図２に示すように、下りリンクのサブフレームＤ１は、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３
つのキャリア要素（ＤＣＣ－１：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ－１、ＤＣＣ－２、ＤＣＣ－３）のサブフレームによって構成されている。この下りリ
ンクのキャリア要素（下りキャリア要素という）のサブフレーム各々には、格子状の線で
ハッチングした領域が示す下りリンク制御チャネルと、ハッチングをしない領域が示す下
りリンク共用チャネルと、が時間多重されて割り当てられる。
　一方、上りリンクのサブフレームＵ１は、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３つのキャリア
要素（ＵＣＣ－１：Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ－１、ＵＣＣ－
２、ＵＣＣ－３）によって構成されている。この上りリンクのキャリア要素（上りキャリ
ア要素という）のサブフレーム各々には、斜めの格子状の線でハッチングした領域が示す
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上りリンク制御チャネルと、左斜線でハッチングした領域が示す上りリンク共用チャネル
と、が周波数多重されて割り当てられる。
【００５２】
　例えば、基地局装置ｂ１は、ある下りリンクのサブフレームにおいて、３つの下りキャ
リア要素のうち１個又は複数の下りキャリア要素の下りリンク共用チャネルに信号を配置
して、移動局装置ａ１へ送信する。また、移動局装置ａ１は、ある上りリンクのサブフレ
ームにおいて、３つの上りキャリア要素のうち１個又は複数の上りキャリア要素の上りリ
ンク共用チャネルに信号を配置して、基地局装置ｂ１へ送信する。
【００５３】
＜下りリンク無線フレームについて＞
　図３は、本実施形態に係る下りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である
。図３は、ある下りキャリア要素における無線フレームの構成を示す。図３において、横
軸は時間領域、縦軸は周波数領域である。
　図３に示すように、下りキャリア要素の無線フレームは、複数の下りリンクの物理リソ
ースブロック（ＰＲＢ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）ペア（例え
ば、図３の破線で囲まれた領域）から構成されている。この下りリンクの物理リソースブ
ロックペアは、無線リソースの割り当てなどの単位であり、予め決められた幅の周波数帯
（ＰＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレーム）からなる。
　１個の下りリンクの物理リソースブロックペアは、時間領域で連続する２個の下りリン
クの物理リソースブロック（ＰＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の下りリン
クの物理リソースブロック（図３において、太線で囲まれている単位）は、周波数領域に
おいて１２個のサブキャリアから構成され、時間領域において７個のＯＦＤＭシンボルか
ら構成される。
【００５４】
　時間領域においては、７個のＯＦＤＭシンボルから構成されるスロット、２個のスロッ
トから構成されるサブフレーム、１０個のサブフレームから構成される無線フレームがあ
る。周波数領域においては、下りキャリア要素の帯域幅に応じて複数の下りリンクの物理
リソースブロック（ＰＲＢ）が配置される。尚、１個のサブキャリアと１個のＯＦＤＭシ
ンボルから構成されるユニットを下りリンクのリソースエレメント（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｅｌｅｍｅｎｔ；ＲＥ）と称する。
【００５５】
　以下、下りリンクの無線フレーム内に割り当てられるチャネルについて説明をする。
　下りリンクの各サブフレームでは、例えば、下りリンク制御チャネルと、下りリンク共
用チャネルと、下りリンクリファレンスシグナルとが割り当てられる。下りリンク制御チ
ャネルはサブフレームの先頭のＯＦＤＭシンボルから配置され、下りリンク共用チャネル
はサブフレームの残りのＯＦＤＭシンボルに配置される。下りリンクパイロットチャネル
については、説明の簡略化のため図３において図示を省略するが、下りリンクパイロット
チャネルは周波数領域と時間領域において分散して配置される。
【００５６】
　まず、下りリンク制御チャネルに配置する信号について説明をする。
　下りリンク制御チャネルには、下りリンクグラント（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）
、上りリンクグラント（Ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）、送信電力制御用フォーマット（送
信電力制御用の制御チャネルの情報フォーマット）などの情報フォーマットで構成される
、通信の制御に用いられる情報である下りリンク制御情報（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ；ＤＣＩ）の信号が配置される。
【００５７】
　尚、下りリンクグラントは、下りリンク共用チャネルに対する変調方式を示す情報、符
号化方式を示す情報、無線リソースの割り当てを示す情報、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａ
ｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）に関する情報、下りリンクグラント
が無線リソースの割り当てを示す下りリンク共用チャネルに対するＡＣＫ（ＡＣＫｎｏｗ
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ｌｅｄｇｅｍｅｎｔ；肯定応答）／ＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ－ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇ
ｅｍｅｎｔ；否定応答）を送信する上りキャリア要素の上りリンク制御チャネルに対する
ＴＰＣコマンド（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｏｍｍａ
ｎｄ）などから構成される。また、上りリンクグラントは、上りリンク共用チャネルに対
する変調方式を示す情報、符号化方式を示す情報、無線リソースの割り当てを示す情報、
ＨＡＲＱに関する情報、上りリンクグラントが無線リソースの割り当てを示す上りリンク
共用チャネルと、上りリンク共用チャネルと同じ上りキャリア要素のサウンディングリフ
ァレンスシグナルに対するＴＰＣコマンドなどから構成される。
　尚、ＨＡＲＱとは、例えば、移動局装置ａ１（基地局装置ｂ１）がデータ情報の復号の
成否（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を基地局装置ｂ１（移動局装置ａ１）に送信し、移動局装置ａ
１（基地局装置ｂ１）が誤りによりデータ情報を復号できない（ＮＡＣＫ）場合に基地局
装置ｂ１（移動局装置ａ１）が信号を再送し、移動局装置ａ１（基地局装置ｂ１）が再度
受信した信号とすでに受信した信号との合成信号に対して復号処理を行う技術である。
【００５８】
　また、送信電力制御用フォーマットは複数の移動局装置ａ１の上りキャリア要素各々の
上りリンク共用チャネル、又は上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドから構成
される。送信電力制御用フォーマットに含まれる１つのＴＰＣコマンドのビット数は全て
同じであり、送信電力制御用フォーマットには上りリンク共用チャネルと上りリンク制御
チャネルに対するＴＰＣコマンドは同時に含まれない。また、送信電力制御用フォーマッ
トに含まれる１つのＴＰＣコマンドのビット数は基地局装置ｂ１が選択し、選択したビッ
ト数を移動局装置ａ１に通知する。
　尚、下りリンクグラント、上りリンクグラント、送信電力制御用フォーマットで受信し
たＴＰＣコマンドは予め定められた時間後から適用する。また、本実施形態では、ＴＰＣ
コマンドを受信する毎に、受信したＴＰＣコマンドだけを送信電力制御に適用するが、今
までに受信したＴＰＣコマンドの値を累積した値を適用するようにしてもよい。
【００５９】
　下りリンク制御情報には、下りリンク制御情報のビット系列から生成した巡回冗長検査
（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ；ＣＲＣ）符号と、識別子とで排他
的論理和を行なった系列を付加する。移動局装置ａ１は、更に、この系列を割り当てられ
た識別子で排他的論理和を行なうことで巡回冗長検査符号を取得することができる。つま
り、移動局装置ａ１は、下りリンク制御チャネルに含まれている識別子から下りリンク制
御チャネルが自装置宛てに送信されたものかを判定することができる。
【００６０】
　特定の移動局装置ａ１宛てに送信する下りリンクグラント、上りリンクグラントには、
基地局装置ｂ１が移動局装置ａ１毎に割り当てる識別子である、Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ
－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）が含まれ
る。送信電力制御用フォーマットには、基地局装置ｂ１が複数の移動局装置ａ１に割り当
てる識別子である、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗ
ｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｉｆｅｒ）、
またはＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ－Ｒａｄｉ
ｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｉｆｅｒ）が含まれており、
移動局装置ａ１は送信電力制御用フォーマットにＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ
－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩのいずれかが含まれているかによって、送信電力制御用フォーマ
ットに含まれているＴＰＣコマンドが上りリンク制御チャネルに対するものであるか、上
りリンク共用チャネルとサウンディングリファレンスシグナルに対するものかであるかを
判定する。
【００６１】
　次に、下りリンク共用チャネルに配置する信号について説明をする。
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　下りリンク共用チャネルには、データ情報（トランスポートブロック；Ｔｒａｎｓｐｏ
ｒｔ　Ｂｌｏｃｋ）の信号（データ信号という）が配置される。下りリンク共用チャネル
の無線リソースは、下りリンクグラントを用いて割り当てられ、この下りリンクグラント
を含む下りリンク制御チャネルと同一の下りリンクのサブフレームに配置される。本実施
形態では、下りリンク制御チャネルと下りリンク制御チャネルにより無線リソースの割り
当てを示された下りリンク共用チャネルは同じ下りキャリア要素に配置される。尚、本発
明はこれに限らず、下りリンクグラントから下りリンク共用チャネルを配置する下りキャ
リア要素を識別するようにし、下りリンク制御チャネルと下りリンク制御チャネルにより
無線リソースの割り当てを示された下りリンク共用チャネルを異なる下りキャリア要素に
配置してもよい。
【００６２】
以下、下りリンク制御チャネルを配置する無線リソースについて説明をする。
　下りリンク制御チャネルは、１つまたはそれ以上の制御チャネル要素（Ｃｏｎｔｒｏｌ
Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ；ＣＣＥ）に配置される。制御チャネル要素は、下りキ
ャリア要素内の周波数時間領域において分散している複数のリソースエレメントグループ
（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ　Ｇｒｏｕｐ；ＲＥＧ。また、ｍｉｎｉ－ＣＣＥと
も称する。）から構成される。リソースエレメントグループは、同一の下りキャリア要素
の、同一ＯＦＤＭシンボル内において、下りリンクリファレンスシグナルを除いて、周波
数領域で連続している４個の下りリンクのリソースエレメントから構成される。例えば、
下りリンク制御チャネルは制御チャネル要素を識別する番号が連続している１個、２個、
４個、または８個の制御チャネル要素に配置される。
【００６３】
　また、予め定められた制御チャネル要素で構成される共通探索空間（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｓ
ｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）と、移動局装置ａ１毎に同じ、または異なる制御チャネル要素
で構成される移動局装置固有探索空間（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ－ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）が下りキャリア要素毎に構成される。共通探索空間と移
動局装置固有探索空間は、下りリンク制御チャネルが配置される制御チャネル要素の数毎
に異なる共通探索空間と移動局装置固有探索空間が構成される。つまり、下りリンク制御
チャネルが１個、２個、４個、８個の制御チャネル要素に配置される場合、４つの移動局
装置固有探索空間が構成される。また、異なる共通探索空間と移動局装置固有探索空間は
、同じ制御チャネル要素を用いて構成されてもよい。
【００６４】
　共通探索空間には、送信電力制御用フォーマットなどの複数の移動局装置ａ１宛ての情
報を含む下りリンク制御チャネルと、特定の移動局装置ａ１宛の下りリンクグラント、上
りリンクグラントなどの情報を含む下りリンク制御チャネルが配置される。移動局装置固
有探索空間には、移動局装置固有探索空間をモニターしている移動局装置ａ１宛ての下り
リンクグラント、上りリンクグラントなどの情報を含む下りリンク制御チャネルが配置さ
れる。また、基地局装置ｂ１は、移動局装置ａ１毎に共通探索空間で下りリンク制御チャ
ネルを監視する下りキャリア要素を設定し、設定した下りキャリア要素を移動局装置ａ１
に通知する。以下、移動局装置ａ１毎に設定される共通探索空間を監視する下りキャリア
要素のことを、アンカー下りキャリア要素（ａｎｃｈｏｒ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐ
ｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）と称する。
【００６５】
＜上りリンク無線フレームについて＞
　図４は、本実施形態に係る上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である
。図４は、ある上りキャリア要素における無線フレームの構成を示す。図４において、横
軸は時間領域、縦軸は周波数領域である。
図４に示すように、上りキャリア要素の無線フレームは、複数の上りリンクの物理リソー
スブロック（ＰＲＢ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）ペア（例えば
、図４の破線で囲まれた領域）から構成されている。この上りリンクの物理リソースブロ
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ックペアは、無線リソースの割り当てなどの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（
ＰＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレーム）からなる。
　１個の上りリンクの物理リソースブロックペアは、時間領域で連続する２個の上りリン
クの物理リソースブロック（ＰＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の上りリン
クの物理リソースブロック（図４において、太線で囲まれている単位）は、周波数領域に
おいて１２個のサブキャリアから構成され、時間領域において７個のＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルから構成される。
【００６６】
　時間領域においては、７個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成されるスロット、２個の
スロットから構成されるサブフレーム、１０個のサブフレームから構成される無線フレー
ムがある。周波数領域においては、上りキャリア要素の帯域幅に応じて複数の上りリンク
の物理リソースブロック（ＰＲＢ）が配置される。尚、１個のサブキャリアと１個のＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルから構成されるユニットを上りリンクのリソースエレメント（Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ；ＲＥ）と称する。
【００６７】
　以下、上りリンクの無線フレーム内に割り当てられるチャネルについて説明をする。
　上りリンクの各サブフレームでは、例えば、上りリンク制御チャネル、上りリンク共用
チャネル、及び上りリンクリファレンスシグナルが割り当てられる。
　上りリンク制御チャネルは、上りキャリア要素の帯域幅の両端の上りリンクの物理リソ
ースブロックペア（左斜線でハッチングされた領域）に割り当てられる。尚、上りリンク
制御チャネルは周波数領域と時間領域において拡散符号により拡散し、符号多重をする。
上りリンク共用チャネルは、上りリンク制御チャネル以外の上りリンクの物理リソースブ
ロックペア（ハッチングされない領域）に割り当てられる。尚、移動局装置ａ１は、ある
１つの上りリンクのサブフレームにおいて、上りリンク制御チャネル及び上りリンク共用
チャネルの両方に信号を配置しない。
　復調リファレンスシグナル（図示せず）は、上りリンク共用チャネル及び上りリンク制
御チャネルに時間多重されて割り当てられる。サウンディングリファレンスシグナルは、
時間領域において、基地局装置ｂ１が移動局装置ａ１毎に設定した周期のサブフレームの
最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置され。周波数領域において、基地局装置ｂ１が移動
局装置ａ１毎に設定した周波数領域に配置される。
【００６８】
　まず、上りリンク制御チャネルに配置される信号について説明をする。
　上りリンク制御チャネルには、チャネル品質情報、スケジューリング要求（ＳＲ：Ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなど、通信の制御に用いられる
情報である上りリンク制御情報（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ；ＵＣＩ）の信号が配置される。
　尚、チャネル品質情報は、移動局装置ａ１が下りリンクのリファレンスシグナルで測定
した下りリンクのチャネルの伝送品質を示す情報である。また、スケジューリング要求は
、移動局装置ａ１が基地局装置ｂ１に上りリンクの無線リソースの割り当てを要求すると
きに送信する情報である。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、移動局装置ａ１が受信した下りリ
ンク共用チャネルの復号の成否を示す情報である。
【００６９】
　チャネル品質情報とスケジューリング要求を送信するための上りリンク制御チャネルの
無線リソースは、移動局装置ａ１毎に基地局装置ｂ１が周期的に割り当てる。ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを送信するための上りリンク制御チャネルの無線リソースは、周波数領域において
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが対応する下りリンク共用チャネルの無線リソースの割り当てを示す
下りリンクグラントを配置した制御チャネル要素に対応する上りリンク制御チャネルの無
線リソースであり、時間領域において下りリンク共用チャネルを受信してから予め定めら
れた時間後の無線リソースが用いられる。本実施形態では、同じ上りキャリア要素のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫの無線リソースは、同じ下りキャリア要素の下りリンク制御チャネルの無線
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リソースと対応させる。また、下りリンクグラントに含まれる上りリンク制御チャネルに
対するＴＰＣコマンドは、下りリンクグラントが対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫの無線リソー
スが配置される上りキャリア要素に対するものである。
【００７０】
　次に、上りリンク共用チャネルに配置される信号について説明をする。
　上りリンク共用チャネルには、上りリンク制御情報以外の情報であるデータ情報（トラ
ンスポートブロック；Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｂｌｏｃｋ）の信号（データ信号という）が
配置される。上りリンク共用チャネルの無線リソースは、上りリンクグラントを用いて割
り当てられ、この上りリンクグラントを受信したサブフレームから予め定められた時間後
のサブフレームに配置される。本実施形態では、移動局装置ａ１は上りリンクグラントを
受信した下りキャリア要素から、上りリンクグラントが無線リソース割り当てを示す上り
リンク共用チャネルが配置される上りキャリア要素を判定する。また、上りリンクグラン
トに含まれる上りリンク共用チャネルとサウンディングリファレンスシグナルに対するＴ
ＰＣコマンドは上りリンクグランドが対応する上りリンク共用チャネルが配置される上り
キャリア要素に対するものである。尚、本発明はこれに限らず、上りリンクグラントから
上りリンク共用チャネルが配置される上りキャリア要素が識別されるようにしてもよい。
【００７１】
＜基地局装置ｂ１の構成について＞
　図５は、本実施形態に係る基地局装置ｂ１の構成を示す概略ブロック図である。図示す
るように、基地局装置ｂ１は、上位層処理部ｂ１１、制御部ｂ１２、受信処理部ｂ１３、
複数の受信アンテナ、送信処理部ｂ１４、及び、複数の送信アンテナ、を含んで構成され
る。また、上位層処理部ｂ１１は、無線リソース制御部ｂ１１１と送信電力制御部ｂ１１
２と記憶部ｂ１１３を含んで構成される。尚、図５では、受信アンテナと送信アンテナと
を別の構成としたが、信号の入出力を切り替える作用のあるサイリスタなどを用いてアン
テナを共有するようにしてもよい。
【００７２】
　上位層処理部ｂ１１は、上位ノードから取得した下りキャリア要素毎のデータ情報など
を、送信処理部ｂ１４に出力する。また、上位層処理部ｂ１１は、パケットデータ統合プ
ロトコル（ＰＤＣＰ：Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃ
ｏｌ）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、無線
リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の処理を行
う。上位層処理部ｂ１１の無線リソース制御部ｂ１１１は、移動局装置ａ１各々の各種設
定情報、通信状態、及び、バッファ状況の管理などを行っている。上位層処理部ｂ１１の
送信電力制御部ｂ１１２は、移動局装置ａ１各々の上りリンクの送信電力の管理を行なっ
ている。上位層処理部ｂ１１の記憶部ｂ１１３は無線リソース制御部ｂ１１１、及び送信
電力制御部ｂ１１２が設定した移動局装置ａ１各々の各種設定情報を記憶している。
【００７３】
　上記の処理において、上位層処理部ｂ１１が備える無線リソース制御部ｂ１１１は、基
地局装置ｂ１が無線通信に用いることのできる下りキャリア要素と上りキャリア要素の数
、及び移動局装置ａ１が同時に送信、又は受信することのできる下りキャリア要素と上り
キャリア要素の数に応じて、複数の上りキャリア要素と下りキャリア要素を移動局装置ａ
１に割り当てる。また、無線リソース制御部ｂ１１１は、下りキャリア要素に収容してい
る移動局装置ａ１の数、移動局装置ａ１から受信した下りキャリア要素の伝搬路の品質を
示すチャネル品質情報に基づき、この移動局装置ａ１宛の送信電力制御用フォーマットを
送信するアンカー下りキャリア要素を移動局装置ａ１に割り当てる。また、無線リソース
制御部ｂ１１１は、移動局装置ａ１に、移動局装置ａ１や下りリンク制御情報を識別する
ためのＣ－ＲＮＴＩ、送信電力制御用フォーマットを識別するためのＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ
－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣコマンドの番号（フィールド）を割
り当て、通知する。
【００７４】
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　また、無線リソース制御部ｂ１１１は、下りキャリア要素と上りキャリア要素を複数選
択し、選択した各下りキャリア要素と上りキャリア要素内の無線リソースを、データ情報
を配置する無線リソースとして移動局装置ａ１に割り当てる。無線リソース制御部ｂ１１
１は、当該割り当てを示す下りリンクグラントと上りリンクグラントを下りリンク制御情
報として、送信処理部ｂ１４を介して、移動局装置ａ１に送信する。また、下りリンクグ
ラントと上りリンクグラントには、下りリンクグラント又は上りリンクグラントが対応す
る移動局装置ａ１に割り当てたＣ－ＲＮＴＩと巡回冗長検査符号の排他的論理和を行なっ
た系列が付加される。
【００７５】
　また、無線リソース制御部ｂ１１１は、移動局装置ａ１各々の各種設定情報、通信状態
、及び、バッファ状況の管理などを行う。また、無線リソース制御部ｂ１１１は、各下り
キャリア要素の各チャネルに配置する情報を生成、又は上位ノードから取得し、下りキャ
リア要素毎に送信処理部ｂ１４に出力する。例えば、無線リソース制御部ｂ１１１は、下
りリンク制御情報を生成し、送信処理部ｂ１４に出力する。
【００７６】
　また、無線リソース制御部ｂ１１１は、移動局装置ａ１から上りリンク制御チャネルで
通知された上りリンク制御情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質情報、スケジューリン
グ要求、及び移動局装置ａ１のバッファの状況）や無線リソース制御部ｂ１１１が設定し
た移動局装置ａ１各々の各種設定情報に基づき、受信処理部ｂ１３及び送信処理部ｂ１４
の制御を行うために制御情報を生成し、制御部ｂ１２に出力する。例えば、無線リソース
制御部ｂ１１１は、送信処理部ｂ１４が送信電力制御用フォーマットを配置する場合、送
信電力制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンドに対応する移動局装置ａ１に割り当
てたアンカー下りキャリア要素の共通探索空間に送信電力制御用フォーマットを配置する
よう、制御部ｂ１２に制御情報を出力する。
【００７７】
　上記の処理において、上位層処理部ｂ１１が備える送信電力制御部ｂ１１２は、他の基
地局装置ｂ１から通知される情報や、移動局装置ａ１から受信した上りリンクのチャネル
の受信電力などに基づいて、移動局装置ａ１各々の上りキャリア要素毎に、上りリンクの
チャネルの送信電力を決定する。他の基地局装置ｂ１から通知される情報は、自装置と通
信している移動局装置ａ１が与える他の基地局装置ｂ１への干渉量や、他の基地局装置ｂ
１と通信している移動局装置ａ１がこれから自装置に与える干渉量についての情報である
。送信電力制御部ｂ１１２は、移動局装置ａ１各々の上りキャリア要素毎の上りリンクの
チャネルの送信電力を決定したら、上りキャリア要素毎の送信電力を制御するためのＴＰ
Ｃコマンドの値を決定し、ＴＰＣコマンドの情報を生成する。
【００７８】
　また、送信電力制御部ｂ１１２は、同じアンカー下りキャリア要素を割り当て、更に同
じＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩやＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを割り当てた移動局装
置ａ１に対するＴＰＣコマンドをまとめて送信電力制御用フォーマットを生成し、送信処
理部ｂ１４を介して、移動局装置ａ１に送信する。また、送信電力制御部ｂ１１２は、上
りリンクグラント、又は下りリンクグラントがある場合は、上りリンクグラント、又は下
りリンクグラントが対応する上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンドを含め、送信処理
部ｂ１４を介して、移動局装置ａ１に送信する。また、送信電力制御用フォーマットには
、送信電力制御用フォーマットに対応する複数の移動局装置ａ１に割り当てたＴＰＣ－Ｐ
ＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ又はＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩと巡回冗長検査符号の排他的論理
和を行なった系列が付加される。送信電力制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンド
が上りリンク制御チャネルに対するものである場合は、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩが
用いられ、上りリンク共用チャネルに対応するものである場合は、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－
ＲＮＴＩが用いられる。
【００７９】
　上位層処理部ｂ１１の記憶部ｂ１１３は、無線リソース制御部ｂ１１１と送信電力制御
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部ｂ１１２が設定した移動局装置ａ１各々の各種設定情報を記憶している。図６は、本実
施形態に係る記憶部ｂ１１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図である。図６で
は、Ｎ個の移動局装置ａ１各々（Ａ１、Ａ２、・・・、ＡＮ）に対する設定情報を記憶し
ており、上位層処理部ｂ１１の無線リソース制御部ｂ１１１と送信電力制御部ｂ１１２が
移動局装置ａ１各々に設定した、アンカー下りキャリア要素の番号と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣ
Ｈ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩの識別子（１６進数）と、ＴＰＣ－ＰＵＣ
ＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ毎に、移動局装置ａ１各々の上りキャリ
ア要素が対応する送信電力制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンドの番号と、現在
ＴＰＣコマンドで移動局装置ａ１各々に指示している送信電力の値を表の形式で記憶して
いる。尚、移動局装置ａ１に割り当てていない上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンド
の番号と送信電力は空欄としている。
【００８０】
　本実施形態では、基地局装置ｂ１は、図６の移動局装置Ａ１と移動局装置ＡＮのように
、同じアンカー下りキャリア要素を割り当てた移動局装置ａ１には、同じＴＰＣ－ＰＵＳ
ＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩを割り当てる。こうすることで、基地局
装置ｂ１は、１つのＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを含
む送信電力制御用フォーマットを１つの下りキャリア要素で送信すればよくなる。また、
基地局装置ｂ１は、同じアンカー下りキャリア要素を割り当てた移動局装置ａ１の数が、
送信電力制御用フォーマットで送信できるＴＰＣコマンドの数よりも多い場合は、同じア
ンカー下りキャリア要素を割り当てた移動局装置ａ１を複数のグループにわけ、同じグル
ープの移動局装置ａ１各々に同じＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－
ＲＮＴＩを割り当てる。
【００８１】
　尚、異なるアンカー下りキャリア要素を割り当てられた移動局装置ａ１に割り当てられ
るＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩは同じであっても、異
なってもよい。基地局装置ｂ１は、異なるアンカー下りキャリア要素を割り当てた移動局
装置ａ１に対して同じＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、又はＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴ
Ｉを割り当てることで、下りキャリア要素毎にＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－
ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを再利用することができ、識別子のリソース（識別子に用いるビッ
ト数で表現できる情報資源）を削減することができる。
【００８２】
　また、基地局装置ｂ１が異なるアンカー下りキャリア要素を割り当てた移動局装置ａ１
に割り当てるＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを必ず異な
るようにすることで、１つのＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮ
ＴＩには１つの移動局装置のグループだけが対応することになり、基地局装置ｂ１の識別
子の管理が簡単になり、基地局装置ｂ１の構造を簡略化することができる。
尚、本実施形態では、送信電力制御用フォーマットに含まれる１つのＴＰＣコマンドのビ
ット数に関係なく、同じＴＰＣコマンドの番号を割り当てているが、送信電力制御用フォ
ーマットに含まれる１つのＴＰＣコマンドのビット数毎に、異なるＴＰＣコマンドの番号
を割り当ててもよい。
【００８３】
　制御部ｂ１２は、上位層処理部ｂ１１からの制御情報に基づいて、受信処理部ｂ１３及
び送信処理部ｂ１４の制御を行う制御信号を生成する。制御部ｂ１２は、生成した制御信
号を受信処理部ｂ１３、及び送信処理部ｂ１４に出力して受信処理部ｂ１３、及び送信処
理部ｂ１４の制御を行う。
【００８４】
　受信処理部ｂ１３は、制御部ｂ１２から入力された制御信号に従って、受信アンテナを
介して移動局装置ａ１から受信した受信信号を復調、復号し、復号した情報を上位層処理
部ｂ１１に出力する。
　具体的には、受信処理部ｂ１３は、各受信アンテナを介して受信した各上りキャリア要
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素の信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信
号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分及び直
交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換す
る。受信部は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Ｇｕａｒｄ　Ｉｎｔｅ
ｒｖａｌ；ＧＩ）に相当する部分を除去する。受信部は、ガードインターバルを除去した
信号に対して高速フーリエ変換（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ；ＦＦ
Ｔ）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【００８５】
　受信処理部ｂ１３は、抽出した信号を上りキャリア要素毎に、上りリンク制御チャネル
、上りリンク共用チャネル、復調リファレンスシグナル及びサウンディングリファレンス
シグナルに配置された信号に、それぞれ分離する。また、上りリンク制御チャネルは符号
多重されているため、逆拡散を行ない分離する。尚、この分離は、予め基地局装置ｂ１が
決定して移動局装置ａ１各々に通知した無線リソースの割当情報に基づいて行われる。ま
た、分離した上りリンクリファレンスシグナルから伝搬路の推定値を求め、上りリンク制
御チャネルと上りリンク共用チャネルの伝搬路の補償を行なう。
【００８６】
　受信処理部ｂ１３は、上りリンク共用チャネルを逆離散フーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ
Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ；ＩＤＦＴ）し、変調シンボル
を取得し、上りリンク制御チャネルと上りリンク共用チャネルの変調シンボルそれぞれに
対して、二位相偏移変調（Ｂｉｎａｒｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ；ＢＰ
ＳＫ）、４相位相偏移変調（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉ
ｎｇ；ＱＰＳＫ）、１６値直交振幅変調（１６Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄ
ｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ；１６ＱＡＭ）、６４値直交振幅変調（６４Ｑｕａｄｒａｔｕ
ｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ；６４ＱＡＭ）等の予め定められた、
又は基地局装置ｂ１が移動局装置ａ１各々に上りリンクグラントで予め通知した変調方式
を用いて受信信号の復調を行なう。
【００８７】
　受信処理部ｂ１３は、復調した上りリンク制御チャネルと上りリンク共用チャネルの符
号化ビットを、予め定められた符号化方式の、予め定められた、又は基地局装置ｂ１が移
動局装置ａ１各々に上りリンクグラントで予め通知した符号化率で復号を行ない、データ
情報と、上りリンク制御情報を上位層処理部ｂ１１へ出力する。
【００８８】
　受信処理部ｂ１３は、移動局装置ａ１各々から受信した上りリンクリファレンスシグナ
ルや上りリンク共用チャネルの受信信号の受信電力などを測定し、上りキャリア要素のチ
ャネルの伝送品質を測定し、上位層処理部ｂ１１に出力する。
【００８９】
　送信処理部ｂ１４は、制御部ｂ１２から入力された制御信号に従って、下りリンクリフ
ァレンスシグナルを生成し、上位層処理部ｂ１１から入力されたデータ情報、下りリンク
制御情報を符号化、及び変調し、下りリンク制御チャネル、及び下りリンク共用チャネル
に配置し、生成した下りリンクリファレンスシグナルと多重して、送信アンテナを介して
移動局装置ａ１に信号を送信する。
　具体的には、送信処理部ｂ１４は、上位層処理部ｂ１１から入力された下りキャリア要
素各々の下りリンク制御情報、及びデータ情報を、制御部ｂ１２から入力された制御信号
に従って、ターボ符号化、畳込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行い、符号化ビッ
トをＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調する。また、基地局装置ｂ１
を識別するためのセル識別子などを基に予め定められた規則で求まる、移動局装置ａ１が
既知の系列を下りリンクリファレンスシグナルとして生成し、下りリンク制御チャネルと
下りリンク共用チャネルと下りリンクリファレンスシグナルを多重する。
【００９０】
　尚、送信電力制御用フォーマットは、送信電力制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコ
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マンドが対応する移動局装置ａ１に割り当てられたアンカー下りキャリア要素の共通探索
空間に多重され、下りリンクグラント及び上りリンクグラントは、下りリンクグラント及
び上りリンクグラントに対応する移動局装置ａ１に割り当てられたアンカー下りキャリア
要素の共通探索空間、又はこの移動局装置ａ１に割り当てられた下りキャリア要素毎の移
動局装置固有探索空間に多重される。
【００９１】
　送信処理部ｂ１４は、多重した変調シンボルを逆高速フーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　
Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ；ＩＦＦＴ）して、ＯＦＤＭ方式の変調
を行い、ＯＦＤＭ変調されたＯＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバ
ンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し
、アナログ信号から中間周波数の同相成分及び直交成分を生成し、中間周波数帯域に対す
る余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバ
ート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送信アンテナに出力して送信する。
【００９２】
＜移動局装置ａ１の構成について＞
　図７は、本実施形態に係る移動局装置ａ１の構成を示す概略ブロック図である。図示す
るように、移動局装置ａ１は、上位層処理部ａ１１、制御部ａ１２、受信処理部ａ１３、
複数の受信アンテナ、送信処理部ａ１４、及び、複数の送信アンテナ、を含んで構成され
る。また、上位層処理部ａ１１は、無線リソース制御部ａ１１１と送信電力制御部ａ１１
２と記憶部ａ１１３を含んで構成される。また、送信処理部ａ１４は、電力増幅部ａ１４
１を含んで構成される。尚、図７では、受信アンテナと送信アンテナとを別の構成とした
が、信号の入出力を切り替える作用のあるサイリスタなどを用いてアンテナを共有するよ
うにしてもよい。
【００９３】
　上位層処理部ａ１１は、ユーザの操作等により生成した上りキャリア要素毎のデータ情
報を、送信処理部ａ１４に出力する。また、上位層処理部ａ１１は、パケットデータ統合
プロトコル層、無線リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行う。上位層処理部ａ１
１が備える無線リソース制御部ａ１１１は、自装置の各種設定情報、通信状態、及び、バ
ッファ状況の管理などを行っている。上位層処理部ａ１１の送信電力制御部ａ１１２は、
自装置の上りリンクの送信電力の管理を行なっている。上位層処理部ａ１１の記憶部ａ１
１３は無線リソース制御部ａ１１１が管理している自装置の各種設定情報を記憶している
。
【００９４】
　上記の処理において、上位層処理部ａ１１が備える無線リソース制御部ａ１１１は、自
装置が割り当てられた下りキャリア要素と上りキャリア要素、アンカー下りキャリア要素
、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩなどの
各種設定情報の管理を行なう。また、無線リソース制御部ａ１１１は、各上りキャリア要
素の各チャネルに配置する情報を生成し、上りキャリア要素毎に送信処理部ａ１４に出力
する。例えば、無線リソース制御部ａ１１１は、ＨＡＲＱ処理の結果に応じて下りリンク
共用チャネルのデータ情報に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成し、生成したＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを送信処理部ａ１４に出力する。
【００９５】
　無線リソース制御部ａ１１１は、基地局装置ｂ１から下りリンク制御チャネルで通知さ
れた下りリンク制御情報（例えば、下りリンクグラント、上りリンクグラント）や、無線
リソース制御部ａ１１１が管理する自装置の各種設定情報に基づき、受信処理部ａ１３、
及び送信処理部ａ１４の制御を行うために制御情報を生成し、制御部ａ１２に出力する。
例えば、無線リソース制御部ａ１１１は、受信処理部ａ１３が下りリンク制御チャネルを
モニターする場合、送信電力制御用フォーマットをアンカー下りキャリア要素の共通探索
空間でモニターし、自装置宛ての下りリンクグラントと上りリンクグラントをアンカー下
りキャリア要素の共通探索空間と、下りキャリア要素各々の移動局装置固有探索空間でモ
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ニターするよう、制御部ａ１２に制御情報を出力する。
【００９６】
　上記の処理において、上位層処理部ａ１１が備える送信電力制御部ａ１１２は、基地局
装置ｂ１から通知されるＴＰＣコマンドや移動局装置ａ１が下りリンクリファレンスシグ
ナルから測定したパスロスなどから上りリンクのチャネルの送信電力の制御を行なってお
り、電力増幅部ａ１４１の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部ａ１２に出力す
る。
【００９７】
　上位層処理部ａ１１の記憶部ａ１１３は、無線リソース制御部ａ１１１と送信電力制御
部ａ１１２が管理する自装置の各種設定情報を記憶している。図８は、本実施形態に係る
記憶部ａ１１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図である。図８では、自装置が
基地局装置ｂ１に設定されたアンカー下りキャリア要素の番号と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－
ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩの識別子（１６進数）と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ
－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ毎に、自装置の上りキャリア要素が対応する
送信電力制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンドの番号と、現在ＴＰＣコマンドで
自装置が指示されている送信電力の値を表の形式で記憶している。
【００９８】
　尚、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩが含まれる送信電力制御用フォーマットのＴＰＣコ
マンドと、下りリンクグラントのＴＰＣコマンドを同時に受信した場合、下りリンクグラ
ントのＴＰＣコマンドが対応する上りキャリア要素は、下りリンクグラントのＴＰＣコマ
ンドを適用し、下りリンクグラントのＴＰＣコマンドが対応していない上りキャリア要素
は、フォーマット３／３ＡのＴＰＣコマンドを適用する。また、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－Ｒ
ＮＴＩが含まれる送信電力制御用フォーマットのＴＰＣコマンドと、上りリンクグラント
のＴＰＣコマンドを同時に受信した場合、上りリンクグラントのＴＰＣコマンドが対応す
る上りキャリア要素は、上りリンクグラントのＴＰＣコマンドを適用し、上りリンクグラ
ントのＴＰＣコマンドが対応していない上りキャリア要素は、フォーマット３／３ＡのＴ
ＰＣコマンドを適用する。
【００９９】
　図９は、本実施形態に係る送信電力制御用フォーマットの構成の一例を示す図である。
図９において、送信電力制御用フォーマットにはＭ個のＴＰＣコマンド（ＴＰＣ　＃ｉと
付された四角；ｉは整数）が含まれており、斜線が付された四角はＭ個のＴＰＣコマンド
から生成した巡回冗長検査符号とＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ（またはＴＰＣ－ＰＵＳ
ＣＨ－ＲＮＴＩ）の排他的論理和を行なった系列である。
【０１００】
　例えば、図８のような設定情報を持った移動局装置ａ１が、アンカー下りキャリア要素
であるＤＣＣ－２の下りキャリア要素の共通探索空間で、自装置に割り当てられたＴＰＣ
－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩである“０００１“の識別子を用いて送信電力制御用フォーマッ
トを検出した場合、検出した送信電力制御用フォーマットの２番目のＴＰＣコマンドをＵ
ＣＣ－１の上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンド、３番目のＴＰＣコマンドをＵＣＣ
－２の上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンド、４番目のＴＰＣコマンドをＵＣＣ－３
の上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンドと判定し、上位層処理部ａ１１の記憶部ａ１
１３のＴＰＣコマンドが指示する送信電力の値を更新する。
【０１０１】
　制御部ａ１２は、上位層処理部ａ１１からの制御情報に基づいて、受信処理部ａ１３、
及び送信処理部ａ１４の制御を行う制御信号を生成する。制御部ａ１２は、生成した制御
信号を受信処理部ａ１３、及び送信処理部ａ１４に出力して受信処理部ａ１３、及び送信
処理部ａ１４の制御を行う。
【０１０２】
　受信処理部ａ１３は、制御部ａ１２から入力された制御信号に従って、受信アンテナを
介して基地局装置ｂ１から受信した受信信号を、復調、復号し、復号した情報を上位層処
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理部ａ１１に出力する。また、受信処理部ａ１３は、検出した下りリンクリファレンスシ
グナルの受信品質等に基づいて、チャネル品質情報を生成し、送信処理部ａ１４に出力す
る。
【０１０３】
　具体的には、受信処理部ａ１３は、各受信アンテナを介して受信した各上りキャリア要
素の信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信
号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分及び直
交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換す
る。受信部ａ１３は、変換したディジタル信号からガードインターバルに相当する部分を
除去する。受信部ａ１３は、ガードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変
換を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【０１０４】
　受信処理部ａ１３は、抽出した信号を下りキャリア要素毎に、下りリンク制御チャネル
、下りリンク共用チャネル、及び下りリンクリファレンスシグナルに配置された信号に、
それぞれ分離する。尚、この分離は、下りリンクグラントで通知された無線リソースの割
り当て情報などに基づいて行われる。また、受信処理部ａ１３は、分離した下りリンクリ
ファレンスシグナルから伝搬路の推定値を求め、下りリンク制御チャネルと下りリンク共
用チャネルの伝搬路の補償を行なう。また、受信処理部ａ１３は、分離した下りリンクリ
ファレンスシグナルの受信品質等に基づいて、チャネル品質情報を生成し、送信処理部ａ
１４に出力する。
【０１０５】
　受信処理部ａ１３は、下りリンク制御チャネルに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行
ない、アンカー下りキャリア要素の共通探索空間で送信電力制御用フォーマットを、アン
カー下りキャリア要素の共通探索空間と設定された下りキャリア要素各々の移動局装置固
有探索空間で下りリンクグラントと上りリンクグラントをモニターし、復号を試みる。下
りリンク制御チャネルの復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報を上位層処理
部ａ１１に出力する。
　受信処理部ａ１３は、下りリンク共用チャネルに対して、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の下りリンクグラントで通知された変調方式の復調を行ない、下りリンクグラン
トで通知された符号化率に対する復号を行い、データ情報を上位層処理部ａ１１へ出力す
る。
【０１０６】
　送信処理部ａ１４は、制御部ａ１２から入力された制御信号に従って、上りリンクリフ
ァレンスシグナルを生成し、上位層処理部ａ１１から入力されたデータ情報、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ、及び受信処理部ａ１３から入力されたチャネル品質情報、を符号化及び変調し、
上りリンク共用チャネル、及び上りリンク制御チャネルに配置し、生成した上りリンクリ
ファレンスシグナルと多重して、送信アンテナを介して基地局装置ｂ１に送信する。
【０１０７】
　具体的には、送信処理部ａ１４は、上位層処理部ａ１１と受信処理部ａ１３から入力さ
れた各上りキャリア要素の上りリンク制御情報、及びデータ情報を、制御部ａ１２から入
力された制御信号に従って、ターボ符号化、畳込み符号化、ブロック符号化等の符号化を
行い、符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調
する。
【０１０８】
　送信処理部ａ１４は、基地局装置ｂ１を識別するためのセル識別子などを基に予め定め
られた規則で求まる、基地局装置ｂ１が既知の系列を上りリンクリファレンスシグナルと
して生成する。送信処理部ａ１４は、上りリンク制御チャネルの変調シンボルを符号で拡
散し、上りリンク共用チャネルの変調シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換
（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ；ＤＦＴ）し、生成した上り
リンクリファレンスシグナルと多重する。
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【０１０９】
　送信処理部ａ１４は、多重した信号を逆高速フーリエ変換して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の
変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバルを
付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナ
ログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分及び直交成分を生成し、中間
周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変
換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送信アンテナに出
力して送信する。
【０１１０】
　上記の処理において、電力増幅部ａ１４１は、制御部ａ１２から入力された制御信号に
従って、上りリンク制御チャネル、上りリンク共用チャネル、サウンディングリファレン
スシグナルの送信電力を増幅する。尚、復調リファレンスシグナルの送信電力は、復調リ
ファレンスシグナルが時間多重されるチャネルの送信電力と同じ値に増幅される。
【０１１１】
＜無線通信システムの動作について＞
　以下、無線通信システムの動作について説明をする。
　図１０は、本実施形態に係る移動局装置ａ１の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣ
コマンドの適用方法を示す図である。図１０では、移動局装置ａ１が、図２に示すような
下りキャリア要素（ＤＣＣ－１、ＤＣＣ－２、ＤＣＣ－３）と上りキャリア要素（ＵＣＣ
－１、ＵＣＣ－２、ＵＣＣ－３）を割り当てられ、アンカー下りキャリア要素としてＤＣ
Ｃ－２を設定された場合を示す。
　図１０において、横軸は時間領域を示し、斜めの格子上の線が付された四角は移動局装
置ａ１に割り当てられたＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを含む送信電力制御用フォーマッ
トを示し、縦と横の格子状の線が付された四角は上りリンクグラントを示し、斜線が付さ
れた四角は上りリンク共用チャネルを示し、点が付された四角はサウンディングリファレ
ンスシグナルを示し、太い矢印は送信電力制御用フォーマット、及び上りリンクグラント
に含まれる上りリンク共用チャネルとサウンディングリファレンスシグナルに対するＴＰ
Ｃコマンドが対応する上りキャリア要素と、ＴＰＣコマンドを適用する時刻を示す。
【０１１２】
　図１０において、ＤＣＣ－１で受信する上りリンクグラントに含まれるＴＰＣコマンド
はＵＣＣ－１に対するものであり、ＤＣＣ－２で受信する上りリンクグラントに含まれる
ＴＰＣコマンドはＵＣＣ－２に対する上りリンクグラントに対するものであり、ＤＣＣ－
３で受信する上りリンクグラントに含まれるＴＰＣコマンドはＵＣＣ－３に対するもので
あり、ＤＣＣ－２の共通探索空間で受信する送信電力制御用フォーマットには、ＵＣＣ－
１とＵＣＣ－２とＵＣＣ－３に対するＴＰＣコマンドが含まれている。
【０１１３】
　サウンディングフリファレンスシグナルは上りキャリア要素各々で周期的な無線リソー
スが割り当てられており、下りキャリア要素ＤＣＣ－ｉ（ｉ＝１、２、３）各々で受信さ
れた上りリンクグラントの上りリンク共用チャネルに関する情報とＴＰＣコマンドは、上
りリンクグラントが受信されてから４つのサブフレーム後の上りキャリア要素ＵＣＣ－ｉ
（ｉ＝１、２、３）各々に対するものであり、アンカー下りキャリア要素ＤＣＣ－２の共
通探索空間で受信された送信電力制御用フォーマットのＴＰＣコマンドは、送信電力制御
用フォーマットが受信されてから４つのサブフレーム後の上りキャリア要素各々に対する
ものである。
【０１１４】
　図１０の太線の丸で囲んでいる上りキャリア要素ＵＣＣ－１のサブフレームのように、
移動局装置ａ１は、同じ上りキャリア要素に対する上りリンクグラントのＴＰＣコマンド
と、送信電力制御用フォーマットのＴＰＣコマンドを同時に受信した場合、上りリンクグ
ラントのＴＰＣコマンドを優先的に適用する。移動局装置ａ１が、上りリンクグラントと
送信電力制御用フォーマットのいずれのＴＰＣコマンドを選択するかを予め定めておくこ
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とで、移動局装置ａ１が上りリンクグラントと送信電力制御用フォーマットで異なるＴＰ
Ｃコマンドを受信した場合の動作を明確にすることができる。また、基地局装置ｂ１は、
上りリンクグラントが対応する上りリンク共用チャネルが移動局装置ａ１から送信された
かを検出することで、移動局装置ａ１が上りリンクグラントを正しく受信し、ＴＰＣコマ
ンドを適用したかを把握できるため、上りリンクグラントのＴＰＣコマンドを優先的に選
択するようにすることで、より正確な送信電力の制御を行なうことができる。尚、ＴＰＣ
－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩを含む送信電力制御用フォーマットと下りリンクグラントに含ま
れるＴＰＣコマンドについても同様で、移動局装置ａ１は下りリンクグラントのＴＰＣコ
マンドを優先的に選択する。
【０１１５】
　図１１は、本実施形態に係る基地局装置ｂ１の動作の一例を示すフロー図である。
（ステップＳ１００）基地局装置ｂ１は、基地局装置ｂ１が無線通信に用いることのでき
る下りキャリア要素と上りキャリア要素の数、及び移動局装置ａ１が同時に送信、又は受
信することのできる下りキャリア要素と上りキャリア要素の数などに応じて、複数の上り
キャリア要素と下りキャリア要素を移動局装置ａ１に割り当てる。次に、ステップＳ１０
１に進む。
　（ステップＳ１０１）基地局装置ｂ１は、下りキャリア要素に収容している移動局装置
ａ１の数、移動局装置ａ１から受信した下りキャリア要素の伝搬路の品質を示すチャネル
品質情報に基づき、この移動局装置宛の送信電力制御用フォーマットを送信するアンカー
下りキャリア要素を移動局装置ａ１に割り当てる。次に、ステップＳ１０２に進む。
【０１１６】
　（ステップＳ１０２）基地局装置ｂ１は、送信電力制御用フォーマット、及び送信電力
制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンドが対応するチャネルを識別するための識別
子（ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ）と、送信電力制御
用フォーマットに含まれる移動局装置ａ１に割り当てた上りキャリア要素に対する複数の
ＴＰＣコマンドを識別するための番号を移動局装置ａ１に割り当てる。尚、基地局装置ｂ
１は、同じアンカー下りキャリア要素を割り当てた移動局装置ａ１を複数のグループにわ
け、同じグループの移動局装置ａ１各々に同じＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－
ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを割り当てる。次に、ステップＳ１０３に進む。
　（ステップＳ１０３）基地局装置ｂ１は、他の基地局装置ｂ１から通知される、自装置
と通信している移動局装置ａ１が与える他の基地局装置ｂ１への干渉量や、移動局装置ａ
１から受信した上りリンクのチャネルの受信電力などに基づいて、移動局装置ａ１のチャ
ネルの送信電力を決定する。次に、ステップＳ１０４に進む。
【０１１７】
　（ステップＳ１０４）基地局装置ｂ１は、上りリンクの各チャネルの送信電力がステッ
プＳ１０３で決定した送信電力になるよう、移動局装置ａ１に通知するＴＰＣコマンドを
生成する。次に、ステップＳ１０５に進む。
　（ステップＳ１０５）基地局装置ｂ１は、ステップＳ１０４で生成した複数のＴＰＣコ
マンドのうち、同じ識別子を割り当てた移動局装置ａ１各々に対するＴＰＣコマンドから
送信電力制御用フォーマットを生成する。また、上りリンクグラント、又は下りリンクグ
ラントがある場合は、上りリンクグラント、下りリンクグラントにＴＰＣコマンドを含め
る。次に、ステップＳ１０６に進む。
【０１１８】
　（ステップＳ１０６）基地局装置ｂ１は、下りリンク制御情報（送信電力制御用フォー
マット、下りリンクグラント、上りリンクグラント）を符号化、及び変調し、下りリンク
制御チャネルで送信する。尚、送信電力制御用フォーマットはステップＳ１０１で移動局
装置ａ１各々に割り当てられたアンカー下りキャリア要素の共通探索空間に配置され、下
りリンクグラントと上りリンクグラントはアンカー下りキャリア要素の共通探索空間、又
は下りキャリア要素各々の移動局装置固有探索空間に配置される。
　ステップＳ１０６の後、基地局装置ｂ１は、上りリンクの各チャネルの送信電力の制御
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に関する処理を終了する。
【０１１９】
　図１２は、本実施形態に係る移動局装置ａ１の動作の一例を示すフロー図である。（ス
テップＳ２００）移動局装置ａ１は、無線通信に用いる複数の上りキャリア要素と下りキ
ャリア要素を基地局装置ｂ１から割り当てられる。次に、ステップＳ２０１に進む。（ス
テップＳ２０１）移動局装置ａ１は、自装置宛の送信電力制御用フォーマットを送信され
るアンカー下りキャリア要素を基地局装置ｂ１から割り当てられる。次に、ステップＳ２
０２に進む。
【０１２０】
　（ステップＳ２０２）移動局装置ａ１は、送信電力制御用フォーマット、及び送信電力
制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンドが対応するチャネルを識別するための識別
子（ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ）と、送信電力制御
用フォーマットに含まれる自装置に割り当てられた上りキャリア要素に対する複数のＴＰ
Ｃコマンドを識別するための番号を基地局装置ｂ１から割り当てられる。次に、ステップ
Ｓ２０３に進む。
　（ステップＳ２０３）移動局装置ａ１は、アンカー下りキャリア要素の共通探索空間で
ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、及びＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを用いて送信電力制
御用フォーマットを、アンカー下りキャリア要素の共通探索空間と下りキャリア要素各々
の移動局装置固有探索空間でＣ－ＲＮＴＩを用いて下りリンクグラントと上りリンクグラ
ントをモニターし、復調、復号を試みる。次に、ステップＳ２０４に進む。
【０１２１】
　（ステップＳ２０４）移動局装置ａ１は、ステップＳ２０３で送信電力制御用フォーマ
ット、下りリンクグラント、又は上りリンクグラントの復号に成功したら、送信電力制御
用フォーマット、下りリンクグラント、又は上りリンクグラントに含まれるＴＰＣコマン
ドで、移動局装置ａ１が記憶している上りキャリア要素各々に対するＴＰＣコマンドの値
を更新する。次に、ステップＳ２０５に進む。
　（ステップＳ２０５）移動局装置ａ１は、ステップＳ２０４で更新したＴＰＣコマンド
の値を、予め定められた時間後の上りリンクのサブフレームのチャネルに適用し、上りリ
ンクのチャネルを送信する。
　ステップＳ２０５の後、移動局装置ａ１は、上りリンクの各チャネルの送信電力の制御
に関する処理を終了する。
【０１２２】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、基地局装置ｂ１が、複数の上
りキャリア要素と複数の下りキャリア要素を移動局装置ａ１に割り当て、移動局装置ａ１
にアンカー下りキャリア要素を設定し、設定したアンカー下りキャリア要素を移動局装置
ａ１に通知し、移動局装置ａ１の上りキャリア要素各々に対する複数のＴＰＣコマンドを
１つの下りリンク制御情報にまとめて含め、設定したアンカー下りキャリア要素で複数の
上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンドを含む下りリンク制御情報を送信し、移動局装
置ａ１は設定されたアンカー下りキャリア要素だけで自装置の上りキャリア要素各々に対
するＴＰＣコマンドを含む下りリンク制御情報をモニターする。これにより、無線通信シ
ステムは、基地局装置ｂ１が移動局装置ａ１に上りキャリア要素各々のＴＰＣコマンドを
送信するために、１つの下りリンク制御情報だけを用いればよく、下りリンク制御情報の
オーバーヘッドを減らすことができる。
　また、上記実施形態において、無線通信システムは、移動局装置ａ１が１つの下りキャ
リア要素だけで下りリンク制御情報をモニターすればよく、移動局装置ａ１の下りリンク
制御情報をモニターする際の処理の負荷を減らすことができる。
【０１２３】
（第２の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第２の実施形態について詳しく説明する。
【０１２４】
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　上記第１の実施形態では、無線通信システムは、基地局装置ｂ１が移動局装置ａ１に割
り当てた複数の下りキャリア要素のうち、１つの下りキャリア要素をアンカー下りキャリ
ア要素として設定し、設定した１つのアンカー下りキャリア要素で送信電力制御用フォー
マットを送信する場合について説明した。本実施形態では、基地局装置が、移動局装置に
割り当てた複数の上りキャリア要素を複数（Ｌ個）のグループにわけ、上りキャリア要素
のグループ毎に下りキャリア要素をアンカー下りキャリア要素として設定し、設定した１
つまたはそれ以上のアンカー下りキャリア要素で送信電力制御用フォーマットを送信する
場合について説明する。
【０１２５】
　本実施形態に係る無線通信システムと第１の実施形態に係る無線通信システムとを比較
すると、移動局装置の上位層処理部及び基地局装置の上位層処理部が異なる。しかし、他
の構成要素が持つ構成及び機能は、第１の実施形態と同じであるので、第１の実施形態と
同じ機能についての説明は省略する。以下、本実施形態に係る移動局装置を移動局装置ａ
２といい、基地局装置を基地局装置ｂ２という。
【０１２６】
　図１３は、この発明の第２の実施形態に係る基地局装置ｂ２の構成を示す概略ブロック
図である。本実施形態に係る上位層処理部ｂ２１（図１３）と第１の実施形態に係る上位
層処理部ｂ１１（図５）とを比較すると、無線リソース制御部ｂ２１１、送信電力制御部
ｂ２１２、記憶部ｂ２１３が異なる。しかし、他の構成要素（制御部ｂ１２、受信処理部
ｂ１３、及び、送信処理部ｂ１４）が持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実
施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１２７】
　以下、基地局装置ｂ２の上位層処理部ｂ２１の処理について説明する。
　本実施形態では、上位層処理部ｂ２１は、下りキャリア要素毎のデータ情報を、送信処
理部ｂ１４に出力する。また、上位層処理部ｂ２１は、パケットデータ統合プロトコル層
、無線リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行う。上位層処理部ｂ２１の無線リソ
ース制御部ｂ２１１は、移動局装置ａ２各々の各種設定情報、通信状態、及び、バッファ
状況の管理などを行っている。上位層処理部ｂ２１の送信電力制御部ｂ２１２は、移動局
装置ａ２各々の上りリンクの送信電力の管理を行なっている。上位層処理部ｂ２１の記憶
部ｂ２１３は無線リソース制御部ｂ２１１、及び送信電力制御部ｂ２１２が設定した移動
局装置ａ２各々の各種設定情報を記憶している。
【０１２８】
　上記の処理において、上位層処理部ｂ２１が備える無線リソース制御部ｂ２１１は、基
地局装置ｂ２が無線通信に用いることのできる下りキャリア要素と上りキャリア要素の数
、及び移動局装置ａ２が同時に送信、又は受信することのできる下りキャリア要素と上り
キャリア要素の数に応じて、複数の上りキャリア要素と下りキャリア要素を移動局装置ａ
２に割り当てる。また、無線リソース制御部ｂ２１１は、基地局装置ｂ２が管理する上り
キャリア要素の周波数帯（例えば、８００ＭＨｚや３ＧＨｚ）やカバレッジ、隣接する基
地局装置ｂ２からの干渉などに基づき、上りキャリア要素を複数のグループに分け、上り
キャリア要素のグループ構成について移動局装置ａ２各々に通知する。
【０１２９】
また、無線リソース制御部ｂ２１１は、下りキャリア要素に収容している移動局装置ａ２
の数、移動局装置ａ２から受信した下りキャリア要素の伝搬路の品質を示すチャネル品質
情報、上りキャリア要素の周波数帯やカバレッジ、隣接する基地局装置ｂ２からの干渉な
どに基づき、上りキャリア要素のグループ毎に、この移動局装置ａ２宛の送信電力制御用
フォーマットを送信するアンカー下りキャリア要素を移動局装置ａ２各々に割り当てる。
また、無線リソース制御部ｂ２１１は、移動局装置ａ２各々に、移動局装置ａ２宛ての下
りリンク制御情報を識別するためのＣ－ＲＮＴＩ、アンカー下りキャリア要素毎に送信電
力制御用フォーマットを識別するためのＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳ
ＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣコマンドの番号を割り当て、通知する。
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【０１３０】
　尚、無線リソース制御部ｂ２１１は、上りキャリア要素のグループ毎に割り当てるアン
カー下りキャリア要素は必ず異なる下りキャリア要素を割り当てるようにしてもよいし、
上りキャリア要素の複数のグループに対して同じ下りキャリア要素をアンカー下りキャリ
ア要素として割り当ててもよい。
【０１３１】
　無線リソース制御部ｂ２１１は、上りキャリア要素のグループ毎に割り当てるアンカー
下りキャリア要素が異なる場合、同じＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、及びＴＰＣ－ＰＵ
ＳＣＨ－ＲＮＴＩを複数のアンカー下りキャリア要素で用いてもよい。これにより、移動
局装置ａ２は、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、又はＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを含
む送信電力制御用フォーマットを検出したアンカー下りキャリア要素から、送信電力制御
用フォーマットが対応する上りキャリア要素のグループを識別することができ、無線リソ
ース制御部ｂ２１１は、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、及びＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮ
ＴＩに割り当てる識別子のリソースを上りキャリア要素のグループ毎に再利用することで
、識別子のリソースの削減ができる。
【０１３２】
　また、無線リソース制御部ｂ２１１は、上りキャリア要素のグループ毎に割り当てるア
ンカー下りキャリア要素が異なる場合、上りキャリア要素のグループ毎に必ず異なるＴＰ
Ｃ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、及びＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを割り当ててもよい。こ
れにより、基地局装置ｂ２は、上りキャリア要素のグループ全体でＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－
ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩの管理をすればよく、基地局装置ｂ２の構造を
簡略化することができる。
【０１３３】
　また、無線リソース制御部ｂ２１１は、上りキャリア要素の複数のグループに対して同
じ下りキャリア要素をアンカー下りキャリア要素として割り当てる場合、上りキャリア要
素のグループ毎に異なるＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、及びＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮ
ＴＩを割り当ててもよい。これにより、移動局装置ａ２は、検出した送信電力制御用フォ
ーマットに含まれるＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、又はＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ
から送信電力制御用フォーマットが対応する上りキャリア要素のグループを識別すること
ができ、移動局装置ａ２が共通探索空間をモニターする下りキャリア要素の数を減らすこ
とができる。
【０１３４】
　また、無線リソース制御部ｂ２１１は、移動局装置ａ２から上りリンク制御チャネルで
通知された上りリンク制御情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質情報、スケジューリン
グ要求、及び移動局装置ａ２のバッファの状況）や無線リソース制御部ｂ２１１が設定し
た移動局装置ａ２各々の各種設定情報に基づき、受信処理部ｂ１３、及び送信処理部ｂ１
４の制御を行うために制御情報を生成し、制御部ｂ１２に出力する。例えば、無線リソー
ス制御部は、送信処理部ｂ１４が送信電力制御用フォーマットを配置する場合、送信電力
制御用フォーマットが対応する上りキャリア要素のグループに割り当てたアンカー下りキ
ャリア要素の共通探索空間に配置するよう、制御部ｂ１２に制御情報を出力する。
【０１３５】
　上記の処理において、上位層処理部ｂ２１が備える送信電力制御部ｂ２１２は、同じア
ンカー下りキャリア要素で、同じＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、又はＴＰＣ－ＰＵＳＣ
Ｈ－ＲＮＴＩを割り当てた移動局装置ａ２の上りキャリア要素のグループに対するＴＰＣ
コマンドをまとめて送信電力制御用フォーマットを生成する。
【０１３６】
　上位層処理部ｂ２１の記憶部ｂ２１３は、無線リソース制御部ｂ２１１と送信電力制御
部ｂ２１２が設定した移動局装置ａ２各々の各種設定情報を記憶している。図１４は、本
実施形態に係る記憶部ｂ２１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図である。図１
３では、Ｎ個の移動局装置ａ２各々（Ａ１、Ａ２、・・・、ＡＮ）に対する設定情報を記
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憶しており、上りキャリア要素をＵＣＣ－１とＵＣＣ－２のグループと、ＵＣＣ－３とＵ
ＣＣ－４のグループに分けている。
【０１３７】
　例えば、図１４において、記憶部ｂ２１３は、無線リソース制御部ｂ２１１と送信電力
制御部ｂ２１２が移動局装置Ａ１のＵＣＣ－１とＵＣＣ－２のグループに対して設定した
各種設定情報として、アンカー下りキャリア要素を“ＤＣＣ－２”、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ
－ＲＮＴＩを“０００１”、ＵＣＣ－１に対する上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣ
コマンドの番号を“２”、ＵＣＣ－１の上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンド
の値を“０ｄＢｍ”、ＵＣＣ－２に対する上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマン
ドの番号を“３”、ＵＣＣ－２の上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を
“４ｄＢｍ”、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを“０００２”、ＵＣＣ－１に対する上り
リンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“４”、ＵＣＣ－１の上りリンク共
用チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“０ｄＢｍ”、ＵＣＣ－２に対する上りリンク
制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“１”、ＵＣＣ－２の上りリンク共用チャ
ネルに対するＴＰＣコマンドの値を“１ｄＢｍ”と記憶している。
【０１３８】
　また、上位層処理部ｂ２１の無線リソース制御部ｂ２１１と送信電力制御部ｂ２１２が
、上りキャリア要素のグループ毎に移動局装置ａ２各々に設定したアンカー下りキャリア
要素の番号と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩの識別子
（１６進数）と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ毎に、
移動局装置ａ２各々の上りキャリア要素が対応する送信電力制御用フォーマットに含まれ
るＴＰＣコマンドの番号と、現在ＴＰＣコマンドで移動局装置ａ２各々に指示している送
信電力の値を表の形式で記憶している。尚、図１４において基地局装置ｂ２が移動局装置
ａ２に割り当てていない上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンドの番号と送信電力は空
欄としている。
【０１３９】
　図１５は、この発明の第２の実施形態に係る移動局装置ａ２の構成を示す概略ブロック
図である。本実施形態に係る上位層処理部ａ２１（図１５）と第１の実施形態に係る上位
層処理部ａ１１（図７）とを比較すると、無線リソース制御部ａ２１１、記憶部ａ２１３
が異なる。しかし、他の構成要素（送信電力制御部ａ１１２、制御部ａ１２、受信処理部
ａ１３、及び、送信処理部ａ１４）が持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実
施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１４０】
　以下、移動局装置ａ２の上位層処理部ａ２１の処理について説明する。
　本実施形態では、上位層処理部ａ２１は、ユーザの操作等により生成した上りキャリア
要素毎のデータ情報を、送信処理部ａ１４に出力する。また、上位層処理部ａ２１は、パ
ケットデータ統合プロトコル層、無線リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行う。
上位層処理部ａ２１が備える無線リソース制御部ａ２１１は、自装置の各種設定情報、通
信状態、及び、バッファ状況の管理などを行っている。上位層処理部ａ２１の記憶部ａ２
１３は無線リソース制御部ａ２１が管理している自装置の各種設定情報を記憶している。
【０１４１】
　上記の処理において、上位層処理部ａ２１が備える無線リソース制御部ａ２１１は、自
装置が割り当てられたＣ－ＲＮＴＩ、下りキャリア要素と上りキャリア要素、設定された
上りキャリア要素のグループ構成、上りキャリア要素のグループ毎のアンカー下りキャリ
ア要素とＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩなどの各種設定
情報の管理を行なう。また、無線リソース制御部ａ２１１は、各上りキャリア要素の各チ
ャネルに配置する情報を生成し、上りキャリア要素毎に送信処理部ａ１４に出力する。
【０１４２】
　無線リソース制御部ａ２１１は、基地局装置ｂ２から下りリンク制御チャネルで通知さ
れた下りリンク制御情報（例えば、下りリンクグラント、上りリンクグラント）や、無線
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リソース制御部ａ２１１が管理する自装置の各種設定情報に基づき、受信処理部ａ１３、
及び送信処理部ａ１４の制御を行うために制御情報を生成し、制御部ａ１２に出力する。
例えば、無線リソース制御部ａ２１１は、受信処理部ａ１３が下りリンク制御チャネルを
モニターする場合、送信電力制御用フォーマットを上りキャリア要素のグループ毎にアン
カー下りキャリア要素の共通探索空間でモニターし、自装置宛ての下りリンクグラントと
上りリンクグラントを、アンカー下りキャリア要素の共通探索空間と下りキャリア要素各
々の移動局装置固有探索空間でモニターするよう、制御部ａ１２に制御情報を出力する。
【０１４３】
　上位層処理部ａ２１の記憶部ａ２１３は、無線リソース制御部ａ２１１と送信電力制御
部ａ１１２が管理する自装置の各種設定情報を記憶している。図１６は、本実施形態に係
る記憶部ａ２１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図である。図１６では、自装
置が上りキャリア要素のグループ（ＵＣＣ－１とＵＣＣ－２のグループと、ＵＣＣ－３と
ＵＣＣ－４のグループ）毎に基地局装置ｂ２に設定されたアンカー下りキャリア要素の番
号と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩの識別子（１６進
数）と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ毎に、自装置の
上りキャリア要素が対応する送信電力制御用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンドの番
号と、現在ＴＰＣコマンドで自装置が指示されている送信電力の値を表の形式で記憶して
いる。
【０１４４】
　例えば、図１６において、記憶部ａ２１３は、自装置のＵＣＣ－１とＵＣＣ－２のグル
ープが基地局装置ｂ２に設定された各種設定情報として、アンカー下りキャリア要素を“
ＤＣＣ－２”、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩを“０００１”、ＵＣＣ－１に対する上り
リンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“２”、ＵＣＣ－１の上りリンク制
御チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“０ｄＢｍ”、ＵＣＣ－２に対する上りリンク
制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“３”、ＵＣＣ－２の上りリンク制御チャ
ネルに対するＴＰＣコマンドの値を“４ｄＢｍ”、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを“０
００２”、ＵＣＣ－１に対する上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を
“４”、ＵＣＣ－１の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“０ｄＢｍ
”、ＵＣＣ－２に対する上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“１”
、ＵＣＣ－２の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“１ｄＢｍ”と記
憶している。
【０１４５】
　図１７は、本実施形態に係る移動局装置ａ２の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣ
コマンドの適用方法を示す図である。図１７では、移動局装置ａ２が、４つの下りキャリ
ア要素（ＤＣＣ－１、ＤＣＣ－２、ＤＣＣ－３、ＤＣＣ－４）と４つの上りキャリア要素
（ＵＣＣ－１、ＵＣＣ－２、ＵＣＣ－３、ＵＣＣ－４）を割り当てられ、ＵＣＣ－１とＵ
ＣＣ－２のグループに対してアンカー下りキャリア要素としてＤＣＣ－２を設定され、Ｕ
ＣＣ－３とＵＣＣ－４のグループに対してアンカー下りキャリア要素としてＤＣＣ－３が
設定された場合を示す。
【０１４６】
　図１７において、横軸は時間領域を示し、斜めの格子上の線が付された四角は移動局装
置ａ２に割り当てたＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを含む送信電力制御用フォーマットを
示し、縦と横の格子状の線が付された四角は上りリンクグラントを示し、斜線が付された
四角は上りリンク共用チャネルを示す、点が付された四角はサウンディングリファレンス
シグナルを示し、太い矢印は送信電力制御用フォーマット、及び上りリンクグラントに含
まれる上りリンク共用チャネルとサウンディングリファレンスシグナルに対するＴＰＣコ
マンドが対応する上りキャリア要素と、ＴＰＣコマンドを適用する時刻を示す。
【０１４７】
　図１７において、ＤＣＣ－１で受信される上りリンクグラントに含まれるＴＰＣコマン
ドはＵＣＣ－１に対するものであり、ＤＣＣ－２で受信される上りリンクグラントに含ま
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れるＴＰＣコマンドにはＵＣＣ－２に対する上りリンクグラントに対するものであり、Ｄ
ＣＣ－３で受信される上りリンクグラントに含まれるＴＰＣコマンドはＵＣＣ－３に対す
るものである。また、ＤＣＣ－２の共通探索空間で受信される送信電力制御用フォーマッ
トには、ＵＣＣ－１とＵＣＣ－２に対するＴＰＣコマンドが含まれており、ＤＣＣ－３の
共通探索空間で受信される送信電力制御用フォーマットには、ＵＣＣ－３とＵＣＣ－４に
対するＴＰＣコマンドが含まれている。
【０１４８】
　サウンディングフリファレンスシグナルは上りキャリア要素各々で周期的な無線リソー
スを割り当てられており、下りキャリア要素ＤＣＣ－ｉ（ｉ＝１、２、３、４）各々で受
信された上りリンクグラントの上りリンク共用チャネルに関する情報とＴＰＣコマンドは
、上りリンクグラントが受信されてから４つのサブフレーム後の上りキャリア要素ＵＣＣ
－ｉ（ｉ＝１、２、３、４）各々に対するものであり、アンカー下りキャリア要素ＤＣＣ
－２とＤＣＣ－３の共通探索空間で受信された送信電力制御用フォーマットのＴＰＣコマ
ンドは、送信電力制御用フォーマットが受信されてから４つのサブフレーム後の上りキャ
リア要素各々に対するものである。
【０１４９】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、上りキャリア要素のカバレッ
ジや隣接する基地局装置ｂ２からの干渉などの上りキャリア要素の環境に基づき、基地局
装置ｂ２が似た環境の上りキャリア要素をグループにし、上りキャリア要素のグループに
対するＴＰＣコマンドをまとめて送信できるので、上りキャリア要素の環境に適した送信
電力の制御を効率的に行なうことができる。
【０１５０】
（第３の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第３の実施形態について詳しく説明する。
【０１５１】
　上記第１の実施形態では、無線通信システムは、基地局装置ｂ１が移動局装置ａ１に割
り当てた複数の下りキャリア要素のうち、１つの下りキャリア要素をアンカー下りキャリ
ア要素として設定し、設定した１つのアンカー下りキャリア要素で送信電力制御用フォー
マットを送信する場合について説明した。本実施形態では、基地局装置が、移動局装置に
割り当てた複数の下りキャリア要素のうち、任意の１つの下りキャリア要素で送信電力制
御用フォーマットを送信する場合について説明する。
【０１５２】
　本実施形態に係る無線通信システムと第１の実施形態に係る無線通信システムとを比較
すると、移動局装置の上位層処理部及び基地局装置の上位層処理部が異なる。しかし、他
の構成要素が持つ構成及び機能は、第１の実施形態と同じであるので、第１の実施形態と
同じ機能についての説明は省略する。以下、本実施形態に係る移動局装置を移動局装置ａ
３といい、基地局装置を基地局装置ｂ３という。
【０１５３】
　図１８は、この発明の第３の実施形態に係る基地局装置ｂ３の構成を示す概略ブロック
図である。本実施形態に係る上位層処理部ｂ３１（図１８）と第１の実施形態に係る上位
層処理部ｂ１１（図５）とを比較すると、無線リソース制御部ｂ３１１、送信電力制御部
ｂ３１２、記憶部ｂ３１３が異なる。しかし、他の構成要素（制御部ｂ１２、受信処理部
ｂ１３、及び、送信処理部ｂ１４）が持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実
施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１５４】
　以下、基地局装置ｂ３の上位層処理部ｂ３１３の処理について説明する。
　本実施形態では、上位層処理部ｂ３１３は、下りキャリア要素毎のデータ情報を、送信
処理部ｂ１４に出力する。また、上位層処理部ｂ３１は、パケットデータ統合プロトコル
層、無線リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行う。上位層処理部ｂ３１の無線リ
ソース制御部ｂ３１１は、移動局装置ａ３各々の各種設定情報、通信状態、及び、バッフ
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ァ状況の管理などを行っている。上位層処理部ｂ３１の送信電力制御部ｂ３１２は、移動
局装置ａ３各々の上りリンクの送信電力の管理を行なっている。上位層処理部ｂ３１の記
憶部ｂ３１３は無線リソース制御部ｂ３１１、及び送信電力制御部ｂ３１２が設定した移
動局装置ａ３各々の各種設定情報を記憶している。
【０１５５】
　上記の処理において、上位層処理部ｂ３１が備える無線リソース制御部ｂ３１１は、基
地局装置ｂ３が無線通信に用いることのできる下りキャリア要素と上りキャリア要素の数
、及び移動局装置ａ２が同時に送信、又は受信することのできる下りキャリア要素と上り
キャリア要素の数に応じて、複数の上りキャリア要素と下りキャリア要素を移動局装置ａ
３に割り当てる。また、無線リソース制御部ｂ３１１は、移動局装置ａ３に、移動局装置
ａ３に対する下りリンク制御情報を識別するためのＣ－ＲＮＴＩ、アンカー下りキャリア
要素毎に送信電力制御用フォーマットを識別するためのＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、
ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣコマンドの番号を割り当て、通知する。
【０１５６】
　また、無線リソース制御部ｂ３１１は、移動局装置ａ３から上りリンク制御チャネルで
通知された上りリンク制御情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質情報、スケジューリン
グ要求、及び移動局装置ａ３のバッファの状況）や無線リソース制御部ｂ３１１が設定し
た移動局装置ａ３各々の各種設定情報に基づき、受信処理部ｂ１３、及び送信処理部ｂ１
４の制御を行うために制御情報を生成し、制御部ｂ１２に出力する。例えば、無線リソー
ス制御部ｂ３１１は、送信処理部ｂ１４が送信電力制御用フォーマットを配置する場合、
伝搬路の品質の良い下りキャリア要素を選択し、選択した下りキャリア要素の共通探索空
間に配置するよう、制御部ｂ１２に制御情報を出力する。
【０１５７】
　上記の処理において、上位層処理部ｂ３１が備える送信電力制御部ｂ３１２は、同じＴ
ＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ、又はＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを割り当てた移動局装
置ａ２に対するＴＰＣコマンドをまとめて送信電力制御用フォーマットを生成する。
【０１５８】
　上位層処理部ｂ３１の記憶部ｂ３１３は、無線リソース制御部ｂ３１１と送信電力制御
部ｂ３１２が設定した移動局装置ａ３各々の各種設定情報を記憶している。図１９は、本
実施形態に係る記憶部ｂ３１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図である。図１
９では、Ｎ個の移動局装置各々（Ａ１、Ａ２、・・・、ＡＮ）に対する設定情報を記憶し
ている。また、上位層処理部ｂ３１の無線リソース制御部ｂ３１１と送信電力制御部ｂ３
１２が移動局装置ａ３各々に設定した、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳ
ＣＨ－ＲＮＴＩの識別子（１６進数）と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵ
ＳＣＨ－ＲＮＴＩ毎に、移動局装置ａ３各々の上りキャリア要素が対応する送信電力制御
用フォーマットに含まれるＴＰＣコマンドの番号と、現在ＴＰＣコマンドで移動局装置に
指示している送信電力の値を表の形式で記憶している。尚、基地局装置ｂ３が移動局装置
ａ３に割り当てていない上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンドの番号と送信電力は空
欄としている。
【０１５９】
　例えば、図１９において、記憶部ｂ３１３は、無線リソース制御部ｂ３１１と送信電力
制御部ｂ３１２が移動局装置Ａ１に対して設定した各種設定情報として、ＴＰＣ－ＰＵＣ
ＣＨ－ＲＮＴＩを“０００１”、ＵＣＣ－１に対する上りリンク制御チャネルに対するＴ
ＰＣコマンドの番号を“２”、ＵＣＣ－１の上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマ
ンドの値を“０ｄＢｍ”、ＵＣＣ－２に対する上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコ
マンドの番号を“３”、ＵＣＣ－２の上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの
値を“４ｄＢｍ”、ＵＣＣ－３に対する上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンド
の番号を“４”、ＵＣＣ－３の上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“
１ｄＢｍ”、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを“０００２”、ＵＣＣ－１に対する上りリ
ンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“１”、ＵＣＣ－１の上りリンク共用
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チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“０ｄＢｍ”、ＵＣＣ－２に対する上りリンク制
御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“２”、ＵＣＣ－２の上りリンク共用チャネ
ルに対するＴＰＣコマンドの値を“４ｄＢｍ” ＵＣＣ－３に対する上りリンク制御チャ
ネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“３”、ＵＣＣ－３の上りリンク制御チャネルに対
するＴＰＣコマンドの値を“１ｄＢｍ”と記憶している。
【０１６０】
　図２０は、この発明の第３の実施形態に係る移動局装置ａ３の構成を示す概略ブロック
図である。本実施形態に係る上位層処理部ａ３１（図２０）と第１の実施形態に係る上位
層処理部ａ１１（図７）とを比較すると、無線リソース制御部ａ３１１、記憶部ａ３１３
が異なる。しかし、他の構成要素（送信電力制御部ａ１１２、制御部ａ１２、受信処理部
ａ１３、及び、送信処理部ａ１４）が持つ機能は第１の実施形態と同じである。第１の実
施形態と同じ機能の説明は省略する。
【０１６１】
　以下、移動局装置ａ３の上位層処理部ａ３１の処理について説明する。
　本実施形態では、上位層処理部ａ３１は、ユーザの操作等により生成した上りキャリア
要素毎のデータ情報を、送信処理部ａ１４に出力する。また、上位層処理部ａ３１は、パ
ケットデータ統合プロトコル層、無線リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行う。
上位層処理部ａ３１が備える無線リソース制御部ａ３１１は、自装置の各種設定情報、通
信状態、及び、バッファ状況の管理などを行っている。上位層処理部ａ３１の記憶部ａ３
１３は無線リソース制御部ａ３１１と送信電力制御部ａ１１２が管理する自装置の各種設
定情報を記憶している。
【０１６２】
　上記の処理において、上位層処理部ａ３１が備える無線リソース制御部ａ３１１は、自
装置が割り当てられた下りキャリア要素と上りキャリア要素、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－Ｐ
ＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩなどの各種設定情報の管理を行なう
。また、無線リソース制御部ａ３１１は、各上りキャリア要素の各チャネルに配置する情
報を生成し、上りキャリア要素毎に送信処理部ｂ１４に出力する。
【０１６３】
　無線リソース制御部ａ３１１は、基地局装置ｂ３から下りリンク制御チャネルで通知さ
れた下りリンク制御情報（例えば、下りリンクグラント、上りリンクグラント）や、無線
リソース制御部ａ３１１が管理する自装置の各種設定情報に基づき、受信処理部ｂ１３、
及び送信処理部ｂ１４の制御を行うために制御情報を生成し、制御部ｂ１２に出力する。
例えば、無線リソース制御部ａ３１１は、受信処理部ｂ１３が下りリンク制御チャネルを
モニターする場合、受信処理部ｂ１３が送信電力制御用フォーマットを下りキャリア要素
各々の共通探索空間でモニターし、自装置宛ての下りリンクグラントと上りリンクグラン
トを、下りキャリア要素各々の共通探索空間と移動局装置固有探索空間でモニターするよ
う、制御部ｂ１２に制御情報を出力する。
【０１６４】
　上位層処理部ａ３１の記憶部ａ３１３は、無線リソース制御部ａ３１１と送信電力制御
部ａ１１２が管理する自装置の各種設定情報を記憶している。図２１は、本実施形態に係
る記憶部ａ３１３が記憶している各種設定情報の一例を示す図である。図２１では、自装
置が基地局装置ｂ３に設定されたＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－
ＲＮＴＩの識別子（１６進数）と、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩとＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ
－ＲＮＴＩ毎に、自装置の上りキャリア要素が対応する送信電力制御用フォーマットに含
まれるＴＰＣコマンドの番号と、現在ＴＰＣコマンドで自装置が指示されている送信電力
の値を表の形式で記憶している。
【０１６５】
　例えば、図１６において、記憶部ａ３１３は、自装置が基地局装置ｂ３に設定された各
種設定情報として、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩを“０００１”、ＵＣＣ－１に対する
上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“２”、ＵＣＣ－１の上りリン
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ク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“０ｄＢｍ”、ＵＣＣ－２に対する上りリ
ンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“３”、ＵＣＣ－２の上りリンク制御
チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“４ｄＢｍ”、ＵＣＣ－３に対する上りリンク制
御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“４”、ＵＣＣ－３の上りリンク制御チャネ
ルに対するＴＰＣコマンドの値を“１ｄＢｍ”、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを“００
０２”、ＵＣＣ－１に対する上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“
１”、ＵＣＣ－１の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“０ｄＢｍ”
、ＵＣＣ－２に対する上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“２”、
ＵＣＣ－２の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“４ｄＢｍ” ＵＣ
Ｃ－３に対する上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの番号を“３”、ＵＣＣ
－３の上りリンク制御チャネルに対するＴＰＣコマンドの値を“１ｄＢｍ”と記憶してい
る。
【０１６６】
　図２２は、本実施形態に係る移動局装置ａ３の上りリンク共用チャネルに対するＴＰＣ
コマンドの適用方法を示す図である。図２２では、移動局装置ａ３が、図２に示すような
下りキャリア要素（ＤＣＣ－１、ＤＣＣ－２、ＤＣＣ－３）と上りキャリア要素（ＵＣＣ
－１、ＵＣＣ－２、ＵＣＣ－３）を割り当てられた場合を示す。
【０１６７】
　図２２において、横軸は時間領域を示し、斜めの格子上の線が付された四角は移動局装
置ａ３に割り当てられたＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩを含む送信電力制御用フォーマッ
トを示し、縦と横の格子状の線が付された四角は上りリンクグラントを示し、斜線が付さ
れた四角は上りリンク共用チャネルを示す、点が付された四角はサウンディングリファレ
ンスシグナルを示し、太い矢印は送信電力制御用フォーマット、及び上りリンクグラント
に含まれる上りリンク共用チャネルとサウンディングリファレンスシグナルに対するＴＰ
Ｃコマンドが対応する上りキャリア要素と、ＴＰＣコマンドを適用する時刻を示す。
【０１６８】
　図２２において、ＤＣＣ－１で受信される上りリンクグラントに含まれるＴＰＣコマン
ドはＵＣＣ－１に対するものであり、ＤＣＣ－２で受信される上りリンクグラントに含ま
れるＴＰＣコマンドにはＵＣＣ－２に対する上りリンクグラントに対するものであり、Ｄ
ＣＣ－３で受信される上りリンクグラントに含まれるＴＰＣコマンドはＵＣＣ－３に対す
るものである。また、下りキャリア要素各々（ＤＣＣ－１、ＤＣＣ－２、ＤＣＣ－３）の
共通探索空間で受信される送信電力制御用フォーマットには、上りキャリア要素各々（Ｕ
ＣＣ－１、ＵＣＣ－２、ＵＣＣ－３）に対するＴＰＣコマンドが含まれている。尚、移動
局装置ａ３は同時に１つの送信電力制御用フォーマットしか受信しない。
【０１６９】
　サウンディングフリファレンスシグナルは上りキャリア要素各々で周期的な無線リソー
スを割り当てられており、下りキャリア要素ＤＣＣ－ｉ（ｉ＝１、２、３）各々で受信さ
れた上りリンクグラントの上りリンク共用チャネルに関する情報とＴＰＣコマンドは、上
りリンクグラントが受信されてから３つのサブフレーム後の上りキャリア要素ＵＣＣ－ｉ
（ｉ＝１、２、３）各々に対するものであり、下りキャリア要素各々の共通探索空間で受
信された送信電力制御用フォーマットのＴＰＣコマンドは、送信電力制御用フォーマット
が受信されてから３つのサブフレーム後の上りキャリア要素各々に対するものである。
【０１７０】
　このように、本実施形態によれば、無線通信システムは、移動局装置ａ３が基地局装置
ｂ３に設定された全ての下りキャリア要素で送信電力制御用フォーマットをモニターする
ので、基地局装置ｂ３は、移動局装置ａ３に設定した全ての下りキャリア要素の共通探索
空間に送信電力制御用フォーマットを配置することができるため、基地局装置ｂ３が品質
の良い下りキャリア要素を選択する、又は、下りリンク制御チャネルのオーバーヘッドの
少ない下りキャリア要素を選択するなど、送信電力制御用フォーマットの配置の自由度を
増すことができる。
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【０１７１】
　尚、上記第１の実施形態において、基地局装置ｂ１は、移動局装置ａ１に割り当てるア
ンカー下りキャリア要素を全て同じ下りキャリア要素に設定してもよい。これにより、基
地局装置ｂ１は、移動局装置ａ１毎にアンカー下りキャリア要素を設定し、管理する必要
がなく、基地局装置ｂ１の構成を簡略化することができる。
【０１７２】
　また、上記第１の実施形態において、基地局装置ｂ１は、同じビット数の複数のＴＰＣ
コマンドから送信電力制御用フォーマットを構成したが、同じビット数の複数のＴＰＣコ
マンドのフィールドを使って新たなフォーマットのＴＰＣコマンドを構成するようにして
も良い。基地局装置ｂ１は移動局装置ａ１毎に上りキャリア要素に対する複数のＴＰＣコ
マンドのフィールドを設定し、その複数のＴＰＣコマンドのフィールドの全ビット数を使
用して、上りキャリア要素共通ＴＰＣコマンド、上りキャリア要素ごとのＴＰＣコマンド
などを通知することができる。このフォーマットは予め定められている。又は、設定可能
である。
　また、基地局装置ｂ１は移動局装置ａ１毎に上りキャリア要素に対するＴＰＣコマンド
のビット数などのＴＰＣコマンドの構成を設定し、設定したＴＰＣコマンドの構成と、送
信電力制御用フォーマットに含まれる移動局装置ａ１に対するＴＰＣコマンドが含まれる
領域（フィールド）を、移動局装置ａ１に通知してもよい。これにより、基地局装置ｂ１
は、移動局装置ａ１毎に適した構成のＴＰＣコマンドを送信することができる。
【０１７３】
　また、上記第２の実施形態において、基地局装置ｂ２は、移動局装置ａ２毎に異なる上
りキャリア要素のグループを構成してもよい。これにより、上りキャリア要素の環境だけ
でなく、移動局装置ａ２の環境も考慮し、より効率的に送信電力の制御をすることができ
る。
【０１７４】
　本発明に関わる基地局装置及び移動局装置で動作するプログラムは、本発明に関わる上
記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ）等を制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても
良い。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Ｒｅ
ａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ)などの各種ＲＯＭやＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒ
ｉｖｅ）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行われる
。
【０１７５】
　尚、上述した実施形態における移動局装置ａ１～ａ３、基地局装置ｂ１～ｂ３の一部、
をコンピュータで実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するための
プログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録され
たプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良
い。尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、移動局装置ａ１～ａ３、又は基地局
装置ｂ１～ｂ３に内蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハード
ウェアを含むものとする。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキ
シブルディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシ
ステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読
み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線
を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間、動的にプログラムを保持
するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メ
モリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含んでも良い。また上記プログ
ラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述した機能
をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できる
ものであっても良い。
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【０１７６】
　また、上述した実施形態における移動局装置ａ１～ａ３、基地局装置ｂ１～ｂ３の一部
、又は全部を典型的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、複数の集積回路
を組み合わせたチップセットとして実現してもよい。移動局装置ａ１～ａ３、基地局装置
ｂ１～ｂ３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部または全部を集積して
チップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路または汎用プロ
セッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の
技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１７７】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【符号の説明】
【０１７８】
移動局装置…ａ１、ａ２、ａ３、基地局装置…ｂ１、ｂ２、ｂ３、上位層処理部…ａ１１
、ａ２１、ａ３１、無線リソース制御部…ａ１１１、ａ２１１、ａ３１１、送信電力制御
部…ａ１１２、記憶部…ａ１１３、ａ２１３、ａ３１３、制御部…ａ１２、受信処理部…
ａ１３、送信処理部…ａ１４、電力増幅部…ａ１４１、上位層処理部…ｂ１１、ｂ２１、
ｂ３１、無線リソース制御部…ｂ１１１、ｂ２１１、ｂ３１１、送信電力制御部…ｂ１１
２、ｂ２１２、ｂ３１２、記憶部…ｂ１１３、ｂ２１３、ｂ３１３、制御部…ｂ１２、受
信処理部ｂ１３、送信処理部ｂ１４。

【図１】 【図２】
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【図１７】 【図１８】
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【図２１】 【図２２】
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